
六
朝
時
代
に
お
け
る
文
学
評
語
「
新
」
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重
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鋤
評
⊆
《
四
内
⊆
び
。

ま
 
え
 
が
 
き

 
い
つ
の
世
で
も
「
新
」
傾
向
を
追
う
風
潮
は
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
六
朝
時
代
に
文
学

を
評
す
る
語
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
ば
に
、
新
・
清
新
・
新
奇
・
新
身
・
新
前
・
新
意
・
新
攣
・

新
切
・
新
致
・
新
絶
・
新
巧
・
新
声
・
新
詩
・
新
詞
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
学
評
語
は
い
っ
た

い
ど
ん
な
内
容
を
持
っ
た
こ
と
ば
な
の
か
。
，
新
」
と
は
斬
新
さ
に
は
ち
が
い
な
い
の
だ
が
、
で

は
『
晋
書
』
に
見
え
る
、

湛
幼
有
三
才
、
文
章
三
富
、
門
構
新
口
。

(
三
三
三
三
)

「
善
く
訳
詞
を
構
う
」
と
は
ど
う
い
う
内
容
を
持
つ
の
か
。
又
「
文
素
雛
龍
』
に
言
う
、

宋
初
説
而
新

の
「
新
」
と
は
ど
う
い
う
内
容
を
持
っ
た
こ
と
ば
な
の
か
。

「
新
」
字
を
も
と
に
六
朝
文
学
の
特
質
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一、

ﾃ
来
の
「
新
」

(
三
三
)

な
ま
し
く
て
新
し
い
こ
と
か
ら
清
・
段
玉
裁
.
 
が
言
う
よ
う
に
二
野
の
義
と
し
て
、
も
の
の
は
じ

ま
り
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
文
献
に
は
こ
の
引
申
の
義
が
古
く
か
ら
見
え
る
。
例
え
ば
毅

の
賢
宰
相
伊
弄
の
こ
と
ば
、

 
 
今
国
王
、
新
服
厭
命
、
惟
新
一
徳
。
終
始
惟
一
、
記
田
日
新
。
(
尚
書
 
三
生
一
徳
)

あ
ら
た
に
天
子
と
な
る
者
は
常
に
自
分
の
徳
を
あ
た
ら
し
く
す
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を

日
に
日
に
あ
た
ら
し
く
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
戒
め
の
ご
と
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
「
新
」
は
「
温
故
而
知
新
」
(
論
語
 
為
政
)
や
「
旧
臣
旧
記
、
其
命
惟
新
」
(
毛
詩
 
大

雅
三
王
)
の
如
く
、
言
語
の
法
則
上
当
然
の
事
と
し
て
ふ
る
き
も
の
に
旧
い
対
し
て
用
い
ら
れ

る
。
「
新
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
新
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
更
に
つ
き
つ
め
れ
ば
日
々
に
未
来

へ
と
展
開
す
る
方
向
性
と
、
未
だ
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
意
味
内
容
を
持
つ
と

言
え
る
Q

 
そ
の
「
新
」
が
文
学
に
関
す
る
内
容
を
持
つ
こ
と
ば
と
し
て
見
え
る
も
の
に
、
新
歌
、
新
聲
・

新
曲
・
新
詩
が
あ
る
。

 
 
陳
鐘
按
鼓
、
造
新
歌
此
二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
楚
僻
 
招
魂
)
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魂
を
い
ざ
な
う
宴
で
鐘
を
つ
ら
ね
鼓
を
打
っ
て
、
新
曲
の
歌
を
奏
で
る
。

1
7

古
来
の
「
新
」
の
語
義
を
『
説
文
』
に
よ
っ
て
み
る
に
、

新
、
取
木
也
、
杁
斤
楽
聲
。

取
木
者
、
新
之
本
義
。
引
申
出
、

為
凡
始
基
之
稻
。

(
説
文
第
十
四
篇
上
)

 
 
 
(
段
玉
裁
注
)

「
新
」
は
原
来
木
を
切
り
取
る
の
が
そ
の
本
義
で
あ
っ
た
が
、
切
り
た
て
の
木
は
ま
だ
な
ま

衛
需
巫
公
見
日
、
今
者
來
、
聞
新
聲
、
請
奏
之
。

未
だ
聞
い
た
こ
と
の
な
い
鼓
琴
の
音
楽
を
耳
に
し
て
、

 
 
詠
新
詩
以
悲
歌
号
、
鎌
滞
積
而
華
墨
。

(
史
記
 
楽
書
)

今
一
度
ぜ
ひ
聞
き
た
い
と
所
望
す
る
。

(
察
琶
 
瞥
師
賦
)



1
8

哉卓保久

新
詩
を
作
っ
て
胸
に
た
ま
っ
た
悲
し
み
を
歌
う
。

 
こ
れ
ら
の
新
歌
.
 
新
聲
・
新
詩
は
い
ず
れ
も
新
作
の
歌
曲
、
詩
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
で
あ

る
。
と
り
わ
け
楽
府
庁
を
設
置
し
た
漢
武
帝
の
世
に
出
現
し
た
李
延
年
の
「
新
聲
曲
」
は
、
拙

論
の
展
開
上
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
。

李
延
年
善
歌
、
為
新
攣
聲
。
是
時
上
方
興
天
地
諸
祠
、
欲
造
楽
、
令
司
馬
相
如
等
作

詩
頒
。
延
年
帆
辞
意
弦
歌
所
造
詩
、
為
之
新
聲
曲
。
 
 
 
 
(
漢
書
 
李
延
年
傳
)

侶
優
の
出
の
李
延
年
は
そ
の
歌
曲
の
巧
み
さ
を
見
込
ん
だ
乱
塾
に
よ
っ
て
協
律
都
尉
に
起
用
さ

れ
、
司
馬
相
郎
等
の
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
郊
詩
歌
十
九
章
の
歌
詩
を
作
曲
す
る
。

こ
の
曲
を
『
漢
書
』
は
新
聲
曲
と
伝
え
る
。
新
鮮
曲
と
は
、
そ
の
当
時
及
び
そ
れ
以
前
の
音
楽

と
し
て
存
在
し
て
い
た
趙
聲
・
代
聲
・
奏
覧
・
楚
聲
の
音
楽
と
は
ち
が
っ
た
全
く
新
し
い
曲
で
、

中
央
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
の
い
わ
ゆ
る
西
域
伝
来
の
音
楽
を
導
入
し
た
李
延
年
に
よ
る
新
曲
で
あ
っ

た
。
(
鈴
木
修
次
「
漢
魏
詩
の
研
究
」
)
 
つ
ま
り
漢
に
未
だ
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
音
楽
が

新
聲
曲
な
の
で
あ
る
。
そ
の
李
延
年
に
興
味
深
い
話
が
あ
る
。

 
 
初
夫
三
兄
延
年
性
知
音
、
善
歌
舞
、
武
帝
愛
之
。
毎
為
新
聲
攣
曲
、
聞
者
莫
不
感
動
。

 
 
延
年
侍
上
里
舞
、
歌
日
、
北
方
有
佳
人
、
絶
世
而
濁
立
 
一
顧
農
人
城
 
再
顧
傾
人

 
 
國
 
寧
不
知
傾
城
與
傾
國
 
佳
人
難
昏
怠
。
上
嘆
息
日
、
善
、
世
山
主
有
此
人
乎
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
漢
書
 
孝
武
李
夫
人
傳
)

美
人
を
表
わ
す
傾
国
・
傾
城
の
語
の
も
と
と
な
る
話
で
あ
る
が
、
↓
た
び
顧
み
れ
ば
人
の
城
を

傾
け
る
ほ
ど
の
美
人
の
存
在
を
歌
う
李
千
年
の
歌
に
対
し
て
武
帝
は
嘆
息
を
つ
き
な
が
ら
感
じ

入
る
の
で
あ
る
。
こ
の
美
人
と
は
実
は
李
雪
年
の
妹
で
後
に
武
帝
の
愛
を
得
た
李
夫
人
な
の
だ

が
、
李
廷
年
の
披
露
し
た
歌
に
な
ぜ
武
帝
が
耳
を
奪
わ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
鈴
木
氏
前

掲
書
の
指
摘
の
通
り
コ
顧
傾
人
城
 
再
顧
傾
人
國
」
と
い
う
比
喩
の
見
事
さ
と
発
想
の
奇
抜

さ
で
あ
り
、
一
つ
に
は
「
道
人
の
遺
著
に
五
言
を
見
る
黒
し
」
(
悪
心
離
日
 
明
断
)
と
い
う
漢

初
に
お
い
て
、
五
言
の
リ
ズ
ム
を
基
調
と
し
て
い
る
目
新
し
さ
で
あ
り
、
一
つ
に
は
今
で
は
再

現
す
べ
く
も
な
い
が
恐
ら
く
西
域
伝
来
の
音
楽
を
取
入
れ
た
新
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

 
こ
れ
ら
新
聲
.
 
新
歌
.
 
新
詩
の
語
は
文
学
に
係
わ
る
用
語
で
あ
っ
て
も
文
学
評
語
で
は
な
い
。

し
か
し
比
喩
と
発
想
の
奇
抜
さ
、
五
言
か
戯
言
か
の
中
国
語
の
リ
ズ
ム
、
耳
に
し
た
し
む
メ
ロ

デ
ィ
の
音
韻
効
果
と
い
っ
た
事
柄
は
、
そ
の
後
文
学
評
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
新
」
が
有
す

る
に
至
っ
た
内
容
を
、
そ
の
ま
ま
象
徴
的
に
内
包
し
て
い
る
。

二
、
西
晋
文
学
の
「
新
」

陸
機
と
陸
雲

 
六
朝
に
お
い
て
「
新
」
と
熟
す
る
評
語
に
清
新
・
新
奇
・
新
麗
・
新
繭
・
新
意
・
新
変
・
新

切
.
 
新
致
・
新
絶
・
新
巧
・
新
声
・
新
詩
・
新
詞
・
新
事
・
新
律
等
の
文
学
評
語
が
存
在
す
る

榔
・
薪
L
を
も
っ
て
文
学
を
批
評
す
る
の
は
・
文
学
批
評
史
の
上
で
は
・
私
の
調
べ
た
所
で
は
・

西
晋
太
康
年
間
の
文
人
陸
雲
が
最
初
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
、
つ
ま
り
一
時
代
前

の
魏
に
お
い
て
、
曹
不
丁
三
省
兄
弟
を
中
心
に
し
た
建
安
文
学
が
文
学
史
上
画
期
的
な
時
代
を

築
く
が
、
こ
の
時
の
文
学
批
評
書
、
魏
文
帝
曹
不
］
の
『
典
論
・
論
文
』
に
も
「
新
」
の
字
を
も
っ

て
文
学
の
新
し
さ
を
主
張
し
批
評
す
る
こ
と
が
出
て
き
て
い
な
い
。
西
晋
の
世
に
お
い
て
初
め

て
「
新
」
の
字
で
文
学
を
評
す
る
評
語
が
出
て
き
た
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
理
由

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

 
西
晋
太
康
年
間
と
い
う
の
は
、
『
詩
品
』
に
言
う
よ
う
に
文
学
史
上
、
建
安
時
代
に
次
ぐ
文
学

の
黄
金
時
代
で
あ
る
。
こ
の
太
康
年
間
の
文
学
は
何
が
特
徴
か
と
言
え
ば
、
唱
題
が
『
宋
書
』

謝
霊
運
傳
論
で
言
う
よ
う
に
、
「
褥
旨
は
星
の
ご
と
く
明
く
、
繁
文
は
綺
の
ご
と
く
合
す
」
星
の

き
ら
め
き
の
よ
う
に
文
を
飾
り
立
て
、
絹
の
あ
や
も
よ
う
の
よ
う
に
美
し
く
工
夫
を
こ
ら
す
の

が
特
徴
で
あ
る
。
「
新
」
な
る
文
学
評
語
が
こ
の
時
代
の
文
人
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
特
徴
と
多
い
に
関
係
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

 
そ
の
「
新
」
と
い
う
評
語
を
使
っ
た
陸
雲
は
、
西
晋
太
始
文
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
陸
機
の

弟
で
、
石
亀
機
に
宛
て
た
手
紙
「
與
兄
平
原
書
」
三
十
五
通
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
陸
雲

は
頻
り
に
、
兄
の
詩
や
文
章
は
「
清
新
」
で
あ
る
「
新
奇
」
で
あ
る
「
新
旧
」
で
あ
る
、
と
賞

賛
し
て
い
る
。

 
例
え
ば
、
自
分
は
最
近
「
登
芳
心
」
と
い
う
端
艇
詩
を
作
っ
た
が
ど
う
に
も
自
信
が
持
て
な

い
、
棄
て
て
し
ま
お
う
か
、
た
だ
も
し
兄
が
私
の
詩
に
潤
色
を
加
え
て
く
れ
れ
ば
出
色
の
出
来

映
え
に
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
、
陸
機
に
自
作
へ
の
加
筆
を
頼
ん
で
次
の
よ
う
に
言
う
、

耳
糸
所
作
、
不
翠
玉
極
。
更
不
自
信
、
恐
年
時
間
復
業
棄
之
。

便
欲
可
出
。
極
冠
苦
作
文
。
但
無
新
奇
而
騰
竃
違
至
情
耳
。

徒
自
困
苦
爾
。
兄
小
加
潤
色
、
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陸
雲
に
と
っ
て
心
配
だ
っ
た
の
は
自
分
が
修
辞
を
加
え
て
潤
色
す
る
力
に
劣
る
点
で
あ
っ
た
。

も
し
兄
の
機
が
潤
色
を
加
え
て
く
れ
れ
ば
出
色
の
で
き
映
え
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
修
辞
を
得
意

と
す
る
兄
に
頼
み
込
む
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
文
学
と
は
「
新
奇
無
く
し
て
、
膿
力
は
甚
だ
困

捧
す
る
の
み
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
。
陸
雲
は
斬
新
な
目
新
ら
し

さ
と
型
破
り
な
独
創
性
の
無
い
作
品
は
、
み
な
ぎ
る
力
感
に
欠
け
た
直
壁
し
た
も
の
に
な
る
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

言
う
の
で
あ
る
。
(
「
新
奇
」
と
は
文
学
に
お
け
る
斬
新
性
と
独
創
性
を
言
う
。
)
陸
雲
は
兄
の
文

学
を
見
て
い
て
、
つ
く
づ
く
文
学
に
は
「
新
し
さ
」
が
心
要
だ
と
思
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
三
雲
に
言
わ
せ
れ
ば
兄
は
そ
の
斬
新
さ
に
輝
い
て
い
る
作
家
で
あ
っ
た
。

聖
岳
、
可
謂
重
工
。
兄
頓
作
爾
多
文
、
而
新
奇
乃
爾
。
眞
令
人
怖
、
不
當
復
道
作
文
。

兄
の
「
漏
刻
賦
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
賦
作
品
は
お
し
な
べ
て
新
奇
さ
に
溢
れ
て
お
り
自

分
は
畏
怖
を
感
じ
て
二
度
.
 
と
文
を
書
こ
う
と
は
言
え
な
い
ほ
ど
。

祠
堂
頒
、
已
得
。
(
略
)
事
同
居
相
似
、
益
不
古
、
皆
新
綺
。
用
此
即
自
為
洋
洋
耳
。

「
祠
堂
頒
」
は
兄
の
作
品
の
中
で
は
佳
い
で
き
映
え
と
は
言
え
な
い
が
、
古
さ
は
感
じ
ら
れ
ず

寧
ろ
甚
だ
新
綺
(
綺
は
か
ざ
り
が
あ
っ
て
美
し
い
)
で
あ
っ
て
、
こ
の
新
品
性
の
ゆ
え
に
こ
そ

佳
作
た
り
得
て
い
る
。

兄
文
章
之
高
遠
絶
異
、

病
田
。

不
可
復
稻
言
。
然
猶
皆
欲
微
細
。
但
清
新
相
接
、
不
以
此
為

兄
の
文
章
が
高
遠
絶
異
で
あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
難
を
言
え
ば
や
や
饒

舌
に
過
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
、
し
か
し
こ
の
難
点
も
作
品
が
清
新
(
す
っ
き
り
と
し
て
い
て
新
し

い
)
さ
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
病
弊
と
は
言
え
な
い
。
と
陸
機
作
品
に
お
い
て
特
に
目
立

つ
特
質
と
し
て
斬
新
性
を
あ
げ
て
、
陸
雲
は
兄
の
文
学
を
高
く
評
価
す
る
。

 
こ
れ
ら
は
陸
雲
の
評
だ
が
陸
機
文
学
の
「
新
」
に
言
及
し
た
も
の
は
他
に
も
あ
る
。

 
 
雲
富
鉱
三
文
。
清
新
不
及
機
、
而
口
重
持
論
過
之
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
陸
機
陸
雲
別
傳

と
そ
の
人
物
別
伝
の
中
で
も
清
新
を
挙
げ
、

文
選
巻
三
十
八
李
注
所
引
)

自
連
珠
以
下
、
仁
者
間
出
。
(
略
)
唯
士
好
運
思
、
理
新
文
敏
、

而
裁
章
置
句
、
廣
於
奮
篇
。

 
 
(
逆
心
雛
龍
 
雑
文
)

『
文
心
雅
龍
』
も
揚
浜
の
「
連
珠
」
を
擬
作
し
た
中
で
陸
機
の
「
演
連
珠
」
の
み
が
そ
の
論
理

の
新
し
さ
に
お
い
て
他
の
作
品
よ
り
優
れ
て
い
う
と
評
価
し
て
い
る
。

 
陸
機
文
学
の
新
奇
・
竜
骨
・
清
新
性
を
評
価
し
、
文
学
に
「
新
奇
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

主
張
し
た
陸
雲
の
文
学
論
を
釜
谷
武
志
氏
は
、
「
陳
腐
な
表
現
、
使
い
古
さ
れ
た
言
い
回
し
で
は

な
く
、
新
奇
さ
の
裏
打
ち
が
あ
っ
て
こ
そ
、
始
め
て
す
ぐ
れ
た
文
学
た
り
得
る
の
だ
。
(
略
)
陸

雲
に
と
っ
て
新
奇
と
い
う
概
念
は
、
文
学
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
要
諦
な
の
で
あ
る
。
」

 
(
「
陸
雲
『
兄
へ
の
書
簡
」
そ
の
文
学
論
的
考
察
」
中
国
文
学
報
第
二
十
八
冊
)
と
指
摘
し
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
主
張
は
六
朝
に
お
い
て
陸
雲
よ
り
以
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
で
は
陸
雲
の
文
学
論
に
お
い
て
「
新
」
は
何
ゆ
え
に
主
張
さ
れ
い
か
な
る
背
景
を
持
つ
の
か
。

そ
れ
は
、
異
彩
を
放
つ
陸
機
の
存
在
ゆ
え
に
着
目
主
張
さ
れ
、
陸
機
の
従
来
の
文
学
に
は
見
ら

れ
ぬ
、
よ
り
美
麗
な
修
辞
文
学
を
背
景
に
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
陸
機
の
文
学
の
ど
こ

に
新
奇
性
が
あ
っ
た
の
か
。
高
橋
和
巳
氏
は
「
陸
機
の
伝
記
と
そ
の
文
学
」
(
中
国
文
学
報
第
十

↓
第
十
二
冊
)
の
中
で
陸
機
の
特
質
を
次
の
よ
う
に
言
う
。
巨
視
的
発
想
法
に
つ
い
て
、

 
 
同
時
代
の
詩
人
、
張
協
や
左
思
が
、
そ
の
敏
感
な
感
性
を
自
然
の
推
移
に
そ
そ
い
で
、
細

 
 
密
描
写
へ
と
向
い
つ
つ
あ
っ
た
と
き
、
陸
機
は
逆
に
、
ほ
と
ん
ど
観
念
的
に
、
巨
大
な
対

 
 
比
の
相
で
自
然
を
把
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
秋
の
お
と
ず
れ
を
、
意
思
が
、
「
柔
條
は
旦
夕

 
 
に
勤
く
 
緑
葉
は
日
夜
に
黄
ば
む
」
(
雑
詩
)
と
表
現
し
、
張
協
が
、
「
蜻
蜴
は
階
下
に
吟

 
 
じ
 
飛
蛾
は
明
燭
を
佛
う
」
(
雑
詩
十
首
の
一
)
と
細
か
く
観
察
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
さ

 
 
と
き
、
陸
機
は
、
「
時
逝
き
て
膚
着
手
ま
り
 
歳
暮
れ
て
商
森
飛
ぶ
 
曾
雲
に
温
液
な
く
 
厳

 
 
霜
に
暴
威
あ
り
」
(
園
葵
)
あ
る
い
は
ま
た
、
「
夏
條
は
鮮
や
け
き
藻
を
焦
が
し
 
寒
水
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
お

 
 
衝
き
あ
ぐ
る
波
を
結
ら
す
」
(
従
軍
行
)
と
、
よ
り
総
括
的
な
視
点
か
ら
、
往
々
に
し
て
季

 
 
節
の
対
比
自
体
を
も
視
野
に
お
さ
め
て
、
そ
の
う
え
で
、
観
念
的
に
奇
異
な
、
ま
た
斬
新

 
 
な
表
現
を
探
究
し
て
い
た
。

賦
お
よ
び
対
句
に
つ
い
て
、

 
 
明
の
徐
師
曾
の
『
文
膿
明
辮
』
が
司
馬
相
如
の
諸
賦
に
お
い
て
、
す
で
に
く
俳
語
V
が
顕

 
 
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
俳
語
が
そ
の
全
篇
を
お
お
う
に
至
っ
た
代
表
的
な
作
品

 
 
と
し
て
、
陸
機
の
「
文
の
賦
」
を
く
肩
車
V
の
項
の
冒
頭
に
お
く
の
は
正
し
い
。
賦
は
陸
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機
に
い
た
っ
て
、
た
し
か
に
形
式
的
に
は
新
生
面
を
開
い
た
。
し
か
も
(
略
)
そ
の
対
句

 
 
構
成
は
旧
来
の
か
た
ち
を
は
な
は
だ
し
く
変
容
せ
し
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
先
に
引
用
し

 
 
た
「
豪
士
の
賦
」
の
序
文
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
句
が
あ
ら
わ
れ
る
。
「
落
葉
は
微
風
を
侯
っ

 
 
て
以
て
阻
つ
。
而
れ
ど
も
風
の
力
は
蓋
し
旨
し
。
孟
嘗
は
雍
門
に
遭
い
て
而
し
て
泣
く
。

 
 
而
れ
ど
も
琴
の
感
は
以
て
末
な
り
。
」
文
体
構
成
上
か
ら
み
る
と
き
、
か
か
る
自
然
と
人
事

 
 
の
対
比
に
よ
る
対
句
は
、
詩
賦
表
現
史
上
ほ
と
ん
ど
前
人
未
踏
の
も
の
で
あ
る
。

比
喩
に
つ
い
て
、

 
 
通
俗
化
を
恐
れ
ず
説
明
す
れ
ば
、
普
通
、
比
興
と
い
う
場
合
は
、
「
葉
が
黄
ば
む
、
そ
の
よ

 
 
う
に
人
の
命
も
衰
え
る
。
」
と
い
う
型
に
単
純
化
で
き
る
。
一
セ
ン
テ
ン
ス
内
部
の
比
喩
で

 
 
あ
る
こ
と
を
こ
え
て
、
葉
が
黄
ば
む
と
い
う
部
分
が
拡
大
さ
れ
あ
る
い
は
独
立
す
る
と
き
、

 
 
そ
れ
は
く
興
〉
と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
陸
…
機
の
こ
の
賦
は
、
そ
の
つ
ぎ
に
、
「
人
の
命
の

 
 
衰
え
る
よ
う
に
、
ま
た
花
は
散
る
」
と
い
う
逆
転
し
た
比
喩
が
継
続
す
る
。
声
律
上
の
こ

 
 
と
だ
け
で
な
く
、
内
容
的
に
も
波
の
う
ね
り
の
よ
う
な
起
伏
が
あ
り
、
感
興
の
飛
沈
に
富

 
 
む
理
由
は
一
に
か
か
っ
て
こ
の
独
特
な
発
想
法
に
あ
る
。

高
橋
和
巳
氏
は
、
陸
機
が
発
想
・
対
句
・
比
興
・
典
故
・
押
韻
と
い
う
美
文
学
上
の
修
辞
主
義

に
新
し
い
独
創
性
を
展
開
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

 
『
詩
品
』
は
、
陸
機
を
「
陸
機
は
太
康
の
英
た
り
」
(
『
序
』
)
と
、
西
晋
に
お
け
る
第
一
等
の

文
人
と
し
て
挙
げ
、
沈
約
は
、
溢
岳
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
こ
の
二
人
が
飛
び
抜
け
て
い
る
と

言
い
(
「
降
り
て
元
康
に
及
び
、
、
溢
、
陸
図
に
秀
づ
」
『
宋
書
』
謝
霊
運
傳
論
)
、
下
っ
て
明
の
胡

応
麟
は
「
士
衡
諸
子
は
六
代
の
初
め
な
り
」
(
『
詩
題
』
)
陸
機
が
六
朝
文
学
の
初
ま
り
で
あ
る
と

さ
え
言
う
。
陸
機
に
代
表
さ
れ
る
斬
新
で
独
創
性
の
あ
る
文
学
が
、
後
の
い
わ
ゆ
る
六
朝
文
学

を
決
定
付
け
た
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
陸
機
の
文
学
の
ど
こ
に
新
し
さ
が
あ
る
の
か
。

 
先
に
挙
げ
た
兄
陸
機
へ
の
手
紙
の
中
で
、
詩
文
の
修
辞
潤
色
に
自
信
の
持
て
な
い
陸
雲
が
兄

の
加
筆
に
よ
っ
て
自
作
に
新
奇
性
が
う
ま
れ
る
の
を
期
待
し
た
事
実
が
あ
っ
た
が
、
今
こ
こ
に

陸
機
と
陸
雲
の
実
際
の
詩
を
読
み
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
…
機
の
詩
の
特
質
と
は
ど
ん
な
も

の
な
の
か
見
て
み
よ
う
。
『
文
選
』
に
は
二
人
の
同
義
の
詩
「
照
顧
彦
先
輩
婦
」
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
妻
か
ら
夫
に
応
返
す
る
詩
の
代
作
で
あ
る
。

陸
機

東
南
有
思
婦

長
歎
充
幽
閾

借
問
歎
何
為

佳
人
砂
天
末

遊
官
久
不
蹄

山
川
脩
且
闊

形
影
参
商
乖

音
息
暖
不
達

離
合
非
有
常

讐
彼
弦
與
括

願
保
金
石
躯

慰
妾
長
飢
渇

陸
雲

悠
悠
君
行
遭

榮
螢
妾
濁
止

山
河
安
可
瞼

永
路
隔
萬
里

京
室
多
妖
冶

粟
粟
都
人
子

雅
歩
摺
繊
腰

巧
笑
獲
皓
歯

佳
麗
良
可
美

衰
賎
二
足
紀

遠
蒙
春
雪
言

街
恩
非
望
始

東
南
に
思
婦
有
り

長
歎
幽
閾
に
充
て
り

借
問
す
歎
ず
る
は
何
の
為
ぞ

佳
人
 
天
主
に
砂
か
な
り

遊
官
し
て
久
し
く
蹄
ら
ず

山
川
脩
く
し
て
且
つ
闊
か
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
そ
む

形
影
は
参
商
の
ご
と
乖
き

摺
身
も
暖
し
く
達
せ
ず

離
合
は
常
有
る
に
非
ず

彼
の
弦
と
括
と
に
辟
言
え
ら
れ
る

願
は
く
は
金
石
の
躯
を
保
ち

妾
が
長
飢
渇
を
慰
め
ん
こ
と
を

悠
悠
と
し
て
君
は
行
き
凹
く

榮
螢
と
し
て
妾
は
濁
り
止
ま
る

山
河
安
く
ん
ぞ
鍮
ゆ
嘆
け
ん

永
路
 
萬
里
を
隔
て
り

京
室
に
は
妖
冶
多
く

緊
粟
た
る
都
人
子
あ
ら
ん

雅
や
か
に
結
き
腰
を
怨
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ら

巧
み
に
笑
い
て
皓
き
歯
を
護
か
ん

佳
麗
 
良
に
会
す
可
し

衰
齢
 
叩
く
ん
ぞ
配
す
に
足
ら
ん

遠
か
に
二
上
の
言
を
蒙
る
も

恩
を
詰
む
こ
と
始
め
よ
り
望
み
し
に
非
ず

(
巻
二
十
四
)

(
巻
二
十
五
)

両
詩
の
冒
頭
四
句
は
共
に
遠
く
離
れ
た
夫
と
の
距
離
的
な
隔
た
り
を
述
べ
る
が
、
こ
の
冒
頭
四

句
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
触
れ
る
と
し
て

思
い
を
述
べ
る
時
、
陸
雲
は

 
 
京
室
に
は
妖
冶
多
く

、
詩
の
中
心
で
あ
る
遠
く
離
れ
長
く
あ
わ
な
い
夫
へ
の
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粟
緊
た
る
都
人
子
あ
ら
ん

 
 
雅
や
か
に
歩
み
て
瞬
き
腰
を
揖
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ら

 
 
巧
み
に
笑
い
て
穿
き
歯
を
議
か
ん

と
う
た
う
。
都
に
居
る
で
あ
ろ
う
若
く
て
美
し
く
セ
ン
ス
の
い
い
、
し
か
も
艶
ま
し
い
繊
腰
・

皓
歯
の
女
性
へ
の
嫉
妬
を
主
題
に
し
、

 
 
佳
麗
 
良
に
美
す
可
し

 
 
衰
賎
 
焉
く
ん
ぞ
紀
す
に
足
ら
ん

田
舎
に
居
る
衰
え
た
容
色
の
吾
身
と
引
き
比
べ
て
の
や
る
せ
な
い
恨
み
ご
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
表
現
す
る
言
葉
は
「
妖
冶
」
と
い
い
「
都
人
子
」
と
い
い
、
又
上
品
に
、
歩
く
細
い
腰
の

美
人
、
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
い
か
け
る
白
い
歯
の
美
人
と
い
う
よ
う
に
、
ま
こ
と
に
内
容
は
具
体
的

で
あ
り
即
物
的
で
物
そ
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
て
い
る
。
対
し
て
陸
機
の
そ
れ
は
、
「
遊
官

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
が

し
て
久
し
く
婦
ら
ず
 
山
川
亡
く
し
て
且
つ
闊
か
な
り
」
と
冒
頭
四
句
と
同
じ
内
容
の
距
離
的

な
隔
た
り
を
再
び
言
う
繁
多
に
過
ぎ
る
き
ら
い
が
陸
雲
の
「
然
れ
ど
も
猶
ほ
皆
微
や
多
か
ら
ん

と
欲
す
」
(
與
兄
平
原
書
)
の
指
摘
の
通
り
確
か
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

続
く
四
句
は
決
定
的
に
陸
雲
と
は
違
っ
て
い
る
。

 
 
形
影
は
参
商
の
ご
と
乖
き

 
 
音
息
も
暖
し
く
達
せ
ず

 
 
離
合
は
常
有
る
に
非
ず

 
 
彼
の
弦
と
括
と
に
辟
言
え
ら
る

こ
こ
に
は
具
体
的
な
事
は
何
ひ
と
つ
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
「
形
」
と
「
影
」
は
と
も
に
必
ず
く
っ

つ
い
て
い
る
も
の
、
「
参
」
と
「
商
」
は
と
も
に
星
の
名
、
本
来
仲
の
良
い
も
の
が
互
い
に
離
れ

住
み
、
仲
の
良
さ
を
通
じ
合
え
な
い
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
「
音
息
」
は
消
息
、
便
り

の
こ
と
、
便
り
さ
え
長
ら
く
途
絶
え
て
届
か
な
い
。
人
の
世
に
必
ず
あ
る
「
離
合
」
は
、
丁
度

「
弦
」
と
「
括
」
の
よ
う
な
も
の
、
弓
を
射
れ
ば
、
弓
の
弦
と
矢
の
括
と
は
一
度
は
接
し
て
も

ま
た
は
る
か
遠
く
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
、
そ
の
よ
う
に
あ
な
た
と
は
遠
く
離
れ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
比
喩
は
ま
こ
と
に
巧
み
で
効
果
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
距
離
的
な

隔
た
り
に
よ
る
心
情
を
「
悲
し
い
」
と
か
「
寂
し
い
」
と
か
具
体
的
に
述
べ
る
よ
り
も
、
は
る

か
に
「
や
り
き
れ
な
い
ば
か
り
の
辛
さ
」
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
離
別
の
境
遇
と
心
情
を
直
戯
的

に
描
写
す
る
こ
と
な
く
、
頭
の
中
で
総
合
的
に
発
酵
す
る
の
を
待
っ
た
上
で
、
精
製
さ
れ
て
出

て
き
た
も
の
を
連
ね
て
い
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
陸
機
は
自
ら
が
著
わ
し
た
「
文
賦
」

 
 
こ
こ
ろ
 
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
よ
い
よ

で
「
精
八
極
に
併
せ
、
心
計
初
に
遊
ぶ
。
其
の
致
る
や
、
情
管
長
と
し
て
彌
鮮
や
か
に
、
物

事
晰
に
し
て
互
に
進
む
」
と
、
創
作
上
の
精
神
集
中
の
重
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
精
神
を
八
極

の
彼
方
に
馳
せ
、
心
を
萬
例
の
世
界
に
遊
ば
せ
た
上
、
そ
こ
か
ら
出
て
来
た
も
の
を
エ
キ
ス
の

よ
う
に
取
り
出
せ
ば
、
表
現
の
効
果
は
益
々
鮮
や
か
に
明
晰
に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
陸
機

は
純
粋
詩
と
い
え
る
も
の
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
は
そ
う
し
た
陸
機
の
創
作
上

の
作
業
の
あ
と
が
伺
え
る
。
更
に
も
っ
と
二
人
の
資
質
の
違
い
が
現
わ
れ
る
の
は
、
詩
の
冒
頭

で
あ
る
。
陸
雲
が
、

 
 
悠
悠
と
し
て
君
は
行
き
逼
く

 
 
榮
榮
と
し
て
妾
は
濁
り
止
ま
る

 
 
山
河
安
く
ん
ぞ
楡
ゆ
ぺ
け
ん

 
 
永
路
 
萬
里
を
隔
て
り

悠
々
(
は
る
か
に
)
と
し
て
君
は
行
き
遽
き
、
榮
螢
(
寂
し
く
)
と
し
て
妾
は
独
り
止
ま
る
。

山
河
・
永
路
は
私
と
あ
な
た
を
遠
く
隔
て
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
夫
と
別
れ
た
距
離
的
な
隔
た

り
を
、
具
体
的
に
そ
し
て
平
面
的
に
敷
き
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
陸
機
は
、

 
 
東
南
に
思
至
有
り

 
 
長
歎
 
幽
閾
に
充
て
り

 
 
借
問
す
歎
ず
る
は
何
の
為
ぞ

 
 
 
 
 
 
 
 
は
る

 
 
佳
人
 
天
末
に
砂
か
な
り

と
展
開
す
る
。
東
南
に
思
婦
有
り
の
「
思
婦
」
と
は
後
述
す
る
よ
う
に
新
し
い
表
現
で
あ
る
。

「
幽
闊
」
は
奥
深
い
私
の
部
屋
、
「
天
末
」
と
は
天
の
果
て
。
陸
機
の
冒
頭
は
単
に
距
離
の
隔
た

り
を
平
面
的
に
言
う
の
で
は
な
く
「
東
南
に
思
婦
有
り
」
と
う
た
い
出
し
、
あ
な
た
は
「
天
末

に
砂
か
な
り
」
と
う
た
う
よ
う
に
、
展
開
す
る
背
景
が
は
る
か
に
巨
大
で
あ
り
構
想
が
鳥
轍
的

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
陸
機
の
詩
や
文
章
の
大
き
な
特
徴
で
、
こ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
発
想
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
高
橋
和
巳
氏
も
「
贈
尚
書
郎
顧
彦
先
」
詩
を
も
と
に
指
摘

し
て
い
る
。
更
に
は
、

 
 
借
問
す
歎
ず
る
は
何
の
為
ぞ

 
 
 
 
 
 
 
 
は
る

 
 
佳
人
 
運
算
に
砂
か
な
り

 
私
の
深
い
歎
き
は
な
ぜ
？
。
遠
く
離
れ
て
長
い
間
あ
え
な
い
夫
へ
の
思
い
を
「
な
ぜ
？
」
と

投
げ
か
け
る
こ
.
 
と
に
よ
り
こ
の
詩
に
一
本
び
い
ん
と
張
っ
た
緊
張
と
展
開
へ
の
興
味
を
魅
き
つ

け
る
効
果
を
う
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
を
読
む
方
と
し
て
は
以
下
に
続
く
詩
の
展
開
に
思
わ
ず
魅

き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
冒
頭
の
四
句
に
お
い
て
詩
は
高
潮

に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
も
う
一
つ
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
文
学
に
お
い
て
重
要
な
修
辞
法
の
ひ

と
つ
で
あ
る
典
故
の
使
用
の
仕
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
陸
雲
が
「
悠
悠
」
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「
螢
螢
」
「
行
通
」
の
用
語
の
典
故
に
『
詩
経
』
の
「
悠
悠
と
し
て
南
に
行
く
」
(
小
雅
黍
苗
)

「
詐
り
行
き
て
螢
榮
た
り
」
(
唐
風
杖
杜
)
「
行
き
遭
く
こ
と
靡
靡
た
り
」
(
難
風
黍
離
)
を
引
く

の
に
対
し
て
、
陸
機
は
近
い
過
去
で
あ
る
建
安
の
世
に
粟
然
と
輝
く
文
学
を
華
ひ
ら
か
せ
た
曹

植
の
詩
か
ら
、
用
語
と
表
現
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
曹
植
の
「
上
に
愁
思
の
婦

あ
り
、
悲
歎
し
て
余
哀
あ
り
」
(
七
哀
詩
)
を
も
と
に
「
思
婦
」
な
る
表
現
を
用
い
、
さ
ら
に
は
、

「
東
南
に
言
論
有
り
」
と
う
た
い
出
す
語
形
の
し
く
み
を
誤
植
の
「
題
詩
」
「
西
北
に
織
婦
有
り
」

か
ら
と
っ
て
い
る
。
野
並
は
『
詩
品
』
で
「
平
原
兄
弟
は
欝
と
し
て
文
棟
た
り
」
「
昔
、
曹
劉
は

殆
ど
文
章
の
聖
」
(
序
)
「
磁
気
は
奇
高
、
詞
彩
は
電
炉
な
り
。
緊
と
し
て
今
古
に
溢
れ
、
卓
爾

と
し
て
不
群
な
り
」
(
曹
植
評
)
と
、
最
高
の
賛
辞
で
も
っ
て
激
賞
さ
れ
る
詩
人
で
あ
る
。
陸
雲

の
よ
う
に
『
詩
経
』
を
引
く
の
と
で
は
そ
の
も
た
ら
す
効
果
の
新
鮮
み
に
は
い
う
ま
で
も
な
く

大
き
な
差
異
が
生
じ
る
。

 
以
上
か
ら
見
る
に
、
陸
機
は
「
文
賦
」
で
み
ず
か
ら
言
う
ご
と
く
詩
作
の
上
で
は
「
古
今
を

須
輿
に
観
、
四
海
を
一
瞬
に
撫
し
、
然
る
後
義
を
選
び
部
を
按
じ
、
僻
を
考
え
班
に
就
く
」
べ

き
点
を
そ
の
ま
ま
実
践
し
て
お
り
、
そ
の
作
品
が
弟
陸
雲
の
目
に
は
斬
新
な
目
新
し
さ
を
も
っ

た
も
の
と
映
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
陸
雲
は
兄
へ
の
手
紙
の
中
で
こ
う
も
言
う
、
「
益
ま
す

古
な
ら
ず
皆
新
綺
な
り
。
此
れ
を
着
て
已
に
自
ら
洋
洋
た
る
の
み
」
兄
の
作
品
に
は
「
新
綺
」

性
が
あ
る
と
い
う
点
だ
け
で
水
を
満
々
と
た
た
え
た
よ
う
に
立
派
な
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ

る
。

渚
岳

 
「
陸
機
は
太
康
の
英
た
り
、
安
仁
・
景
陽
は
輔
た
り
」
(
詩
業
 
序
)
と
い
う
西
晋
太
康
年
間

は
、
建
安
に
次
ぐ
文
学
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。
『
詩
品
』
は
代
表
的
詩
人
に
「
三
張
・
二
陸
・

両
溢
・
一
左
」
を
挙
げ
、
太
康
を
建
安
の
風
流
を
受
け
継
い
だ
「
文
章
の
中
興
」
期
で
あ
る
と

言
う
。
そ
の
溢
岳
・
陸
機
で
代
表
さ
れ
る
西
晋
文
学
と
は
、

降
及
元
康
、
溢
陸
特
秀
。

晋
世
群
才
、
梢
入
輕
綺
。

建
安
。

(
略
)
褥
旨
星
稠
、
繁
文
陰
陰
。
(
宋
書
 
謝
寮
運
傳
論
)

張
・
溢
・
左
・
陸
・
比
肩
詩
衛
。
采
褥
於
正
始
、
力
柔
於

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
文
心
雅
龍
 
明
詩
γ

魏
の
華
や
か
さ
を
貫
高
し
つ
つ
、
魏
よ
り
も
褥
麗
な
采
飾
を
施
す
修
辞
主
義
が
最
大
の
特
質
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
西
晋
の
双
壁
面
岳
も
「
新
」
の
評
価
を
得
る
。

 
 
及
三
岳
直
作
、
實
鍾
其
美
。
(
略
)
能
義
直
而
文
学
、
艦
菖
而
趣
新
。
金
鹿
・
澤
蘭
、

 
 
莫
之
或
縫
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
二
心
碓
龍
 
哀
弔
)

 
 
溢
岳
構
意
、
專
孝
心
山
、
巧
於
序
悲
、
易
入
新
切
。
(
御
覧
五
九
六
作
新
麗
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
 
同
 
 
謙
碑
)

人
の
死
を
悼
む
哀
傷
の
文
学
を
得
意
と
す
る
葦
手
の
「
金
町
哀
僻
」
「
為
楊
子
威
霊
作
孤
女
澤
蘭

哀
群
」
は
古
い
様
式
な
が
ら
趣
き
は
新
し
く
、
『
文
選
』
収
録
八
篇
の
謙
の
う
ち
四
篇
を
占
め
る

海
区
の
諌
は
、
悲
哀
の
叙
述
に
巧
み
で
新
切
・
新
麗
な
趣
き
が
あ
る
と
劉
鋭
は
言
う
。

 
試
み
に
わ
が
幼
子
金
型
の
死
を
傷
む
「
商
議
哀
僻
」
を
見
て
み
よ
う
。

嵯
我
金
鹿

天
資
特
挺

図
案
春
画

蛾
眉
画
論

柔
情
和
泰

朗
心
聰
活

魚
呼
上
天

胡
忍
我
門

良
嫡
短
世

令
子
天
昏

既
披
我
幹

心
拍
我
根

椀
如
痺
木

枯
梓
亥
輪
重

絹
子
中
野

遵
我
婦
路

將
反
如
疑

廻
首
長
顧

あ
あ嵯

我
が
金
鹿

 
 
 
 
ぬ
き

天
資
特
に
挺
ん
で

ゆ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
な
め
ら

置
か
な
る
髪
と
凝
か
な
る
膚
を
も
ち

蛾
眉
に
し
て
蜻
領
な
り
き

柔
し
き
情
は
和
か
に
し
て
泰
ら
か

 
 
 
 
 
 
 
す
ば

諮
る
き
心
は
聰
く
敬
言
や
か
り
し

気
密
上
天
よ

 
 
 
 
 
 
む
ご

胡
ぞ
我
が
門
に
忍
き
や

 
 
つ
ま

良
き
濱
は
短
世
し

令
き
子
は
天
昏
す

 
 
 
 
 
 
と
ぢ

既
に
我
が
幹
を
披
き

又
我
が
根
を
短
刀
る

 
 
む
く

塊
は
叛
み
し
木
の
如
く

枯
れ
し
董
猫
り
存
す

子
を
中
野
に
掲
て

我
を
蹄
路
に
遵
わ
し
む

將
に
反
ら
ん
と
し
て
疑
う
如
く

首
を
廻
ら
し
て
長
宣
す

こ
の
哀
辞
を
『
文
心
碓
龍
』
は
「
膿
奮
而
趣
新
」
と
言
う
。
「
膿
奮
」
の
膿
を
全
体
の
形
式
と
構

造
と
す
る
な
ら
な
る
ほ
ど
「
金
鹿
」
「
澤
蘭
」
は
と
も
に
古
い
重
言
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
膿
奮

は
と
も
か
く
「
趣
新
」
の
点
で
ま
ず
意
に
留
ま
る
の
は
、
あ
り
し
日
の
幼
子
の
容
姿
と
資
質
を
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表
現
す
る
用
語
の
新
し
さ
で
あ
る
。
「
天
資
特
挺
」
と
い
い
「
朗
心
聴
警
」
と
い
う
表
現
は
尺
物

を
評
す
る
評
語
と
し
て
は
、
溢
岳
よ
り
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
陳
寿
の
凱
三
國
志
』
に

 
 
盧
清
警
明
理
、
百
錬
不
消
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
崔
琉
傳
)

な
ど
散
見
で
き
る
が
、
後
世
に
お
い
て
こ
そ
頻
出
す
る
評
語
で
あ
る
。
例
え
ば
、

 
 
桓
宣
武
表
云
、
謝
尚
旧
懐
挺
率
、
少
致
民
轡
。
(
平
氏
表
 
世
説
賞
轡
置
注
所
引
)

 
 
三
三
三
三
達
、
昭
悟
令
上
地
。
 
 
 
 
 
 
 
(
晋
陽
秋
 
世
説
賞
斗
星
所
引
)

 
 
鍾
三
三
黄
門
郎
、
有
機
警
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
世
説
 
排
調
)

 
 
顧
榮
少
朗
俊
機
警
、
風
穎
標
徹
。
 
 
 
 
 
 
 
(
文
±
傳
 
世
説
徳
行
注
所
引
)

 
 
三
一
聰
警
、
回
書
過
目
便
一
調
調
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
郵
書
 
江
信
傳
)

 
 
南
康
三
王
績
、
便
即
時
首
回
、
衆
威
歎
其
聰
警
 
 
 
 
 
(
梁
書
 
高
祖
三
王
傳
)

 
 
傅
絆
聰
警
特
達
、
蛇
↓
代
三
朝
三
三
。
 
 
 
 
 
 
 
 
(
陳
書
 
傅
逆
乱
賛
)

の
ご
と
く
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
う
し
た
言
辞
の
新
し
さ
に
加
え
て
三
岳
は
鋭
く
光
る
修

辞
の
妙
と
そ
の
流
れ
る
リ
ズ
ム
を
特
質
と
す
る
。
『
慢
心
離
龍
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
、
「
安
仁

 
 
 
 
 
 
 
あ
ら

は
輕
敏
、
故
に
陰
嚢
わ
れ
て
韻
流
れ
、
士
衡
は
琴
唄
、
故
に
情
繁
く
し
て
僻
隠
る
。
」
(
膿
性
)
。

確
か
に
「
金
鹿
哀
情
」
は
四
言
の
短
く
簡
潔
な
リ
ズ
ム
が
、
却
っ
て
哀
傷
の
真
情
を
荘
厳
に
響

か
せ
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
更
に
は
馬
鹿
生
前
の
姿
を
の
べ
、
わ
が
妻
の
上
に
幼
子
ま
で
も

取
ら
れ
た
己
が
心
の
胸
裂
く
悲
し
み
を
表
現
す
る
言
辞
、

 
 
 
 
 
 
 
 
さ

 
 
既
に
我
が
幹
を
濃
き

 
 
又
我
が
根
を
前
仕
る

 
 
 
 
も
 
へ

 
 
椀
は
痩
み
し
木
の
如
く

 
 
 
 
 
ね

 
 
枯
れ
し
菱
濁
り
存
す

は
ま
さ
し
く
一
篇
の
警
策
と
な
っ
て
読
む
者
に
深
い
悲
し
み
を
体
感
せ
し
め
翻
。

 
こ
う
し
た
播
岳
.
 
陸
機
の
瞠
目
す
べ
き
文
学
の
斬
新
性
に
よ
っ
て
こ
そ
『
詩
品
』
は
西
晋
太

康
文
学
を
建
安
に
次
ぐ
「
文
章
之
中
興
也
」
と
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

夏
侯
湛
 
張
翰

こ
の
西
晋
太
康
期
に
「
新
」
を
も
っ
て
評
さ
れ
た
文
人
に
夏
侯
湛
・
張
翰
が
い
る
。

夏
侯
湛
包
有
盛
才
、

張
翰
有
清
才
美
望
、

 
 
 
 
 
 
 
・
・
④

文
章
宏
富
、
善
構
新
詞
、
而
美
容
観
、
與
溢
岳
友
善
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
晋
書
 
夏
子
高
座
)

博
學
善
屡
文
、
造
次
立
成
、
群
義
清
新
。

張
翰
字
季
鷹
、
呉
郡
下
也
。
文
藻
新
畑
。

 
 
 
(
文
士
傳
 
世
説
識
繁
注
所
引
)

(
一
書
七
志
 
文
選
巻
二
十
九
注
所
引
)

 
 
「
新
詞
」
「
清
新
」
「
新
旧
」
の
評
語
で
評
さ
れ
る
夏
侯
湛
・
張
翰
は
、
奇
し
く
も
と
も
に
西

晋
.
 
新
文
学
の
雄
、
陸
機
・
三
岳
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。

 
画
調
湛
は
そ
の
美
貌
ゆ
え
に
溢
岳
と
と
も
に
「
連
壁
」
と
も
て
は
や
さ
れ
た
美
男
子
で
あ
る
。

『
詩
品
』
は
、
「
孝
心
(
夏
侯
湛
)
は
後
進
と
日
う
と
錐
も
、
安
仁
に
重
ん
ぜ
ら
る
」
(
下
品
)

と
そ
の
詩
作
活
動
を
評
し
、
『
文
心
雛
龍
』
は
、
「
夏
侯
孝
若
は
艦
を
具
う
れ
ど
も
皆
微
な
り
」

 (

ﾋ
略
)
と
や
や
才
能
に
難
あ
る
を
言
う
が
、
「
月
一
は
一
三
の
華
を
曜
か
す
」
(
時
序
)
文
学

は
溢
岳
と
連
壁
の
光
彩
を
放
っ
て
い
る
と
批
評
す
る
。
 
 
『
世
説
新
語
』
に
は
、
夏
侯
湛
が
で

き
上
っ
た
ば
か
り
の
詩
を
播
岳
に
見
せ
る
と
、
岳
は
こ
の
詩
は
た
だ
温
雅
で
あ
る
だ
け
で
は
な
註

く
そ
の
上
に
孝
悌
の
性
を
も
表
わ
し
て
い
る
と
え
ら
く
感
嘆
し
、
感
じ
る
余
り
自
分
も
「
家
風
牌

詩
」
を
作
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
(
董
)
藩
戸
山
は
親
友
湛
の
死
に
接
し
三
夏
侯
二
二
謎
糀

を
残
し
て
い
る
。
『
文
選
』
は
湛
の
「
東
方
朔
書
賛
」
を
収
め
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
暢

 
張
翰
は
陸
機
と
同
じ
く
呉
郡
の
出
身
で
あ
る
。
呉
滅
亡
後
、
西
晋
に
仕
え
た
張
翰
は
同
郡
出
襯

身
の
顧
栄
に
そ
の
複
雑
な
心
境
を
述
べ
、
又
そ
の
顧
栄
が
死
ん
だ
時
弔
問
に
出
向
い
て
、
生
前

共
に
楽
し
ん
だ
琴
を
撫
し
て
激
し
く
働
叩
卜
し
た
と
い
う
こ
と
が
雪
世
説
』
に
見
え
る
が
、
そ
の
獅

撃
の
た
め
に
妻
に
贈
る
詩
(
前
出
)
を
代
作
し
た
の
が
犠
で
あ
竃
張
翰
が
有
名
な
の
禰

は
折
角
西
晋
朝
に
仕
え
な
が
ら
秋
風
の
立
つ
の
を
見
て
、
故
郷
呉
の
鰭
魚
の
膳
が
恋
し
く
、
こ
醐

の
人
生
、
地
位
の
た
め
に
あ
の
美
味
を
捨
て
ら
れ
よ
う
か
と
職
を
投
げ
打
っ
て
呉
に
馬
を
走
ら
岬

せ
た
畷
達
ぶ
り
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
「
江
東
の
歩
兵
(
院
籍
)
」
と
時
人
の
評
目
を
蝶

得
る
だ
け
の
常
識
破
り
な
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
張
翰
の
文
学
を
『
文
勢
離
任
』
は
、
「
季
鷹
は

短
韻
に
羅
切
な
り
」
(
才
略
)
短
篇
に
鋭
い
も
の
を
見
せ
る
と
言
い
、
『
序
品
』
は
、
「
季
鷹
の
黄

華
の
唱
は
美
を
旦
ハ
へ
ず
と
難
も
、
文
彩
は
高
麗
な
り
」
(
中
品
)
と
評
す
。
『
詩
品
』
に
言
う
「

黄
華
之
唱
」
と
は
『
文
選
』
巻
二
十
九
に
あ
る
「
垂
井
」
を
指
し
、
『
文
心
碓
龍
』
も
尊
翰
の
「
雑

詩
」
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
「
山
川
を
圖
状
し
、
雲
物
を
影
写
す
る
に
、
比
義
を
織
冠
し

て
、
以
て
其
の
華
を
敷
か
ざ
る
は
莫
く
、
聴
を
敬
馬
か
せ
視
を
回
ら
す
は
、
此
に
資
り
て
績
を
効

す
。
又
た
安
仁
の
螢
賦
に
流
金
の
沙
に
在
り
と
云
い
、
季
鷹
の
雑
詩
に
青
膨
は
翠
を
縛
む
る
が

若
し
と
云
う
は
、
皆
其
の
義
な
る
者
な
り
。
」
(
比
興
)
比
喩
を
織
り
な
し
て
言
辞
の
華
を
敷
き

、
人
の
耳
目
を
驚
か
せ
る
最
果
を
あ
げ
た
例
に
、
播
岳
の
「
螢
火
賦
」
と
と
も
に
張
翰
の
「
雑

音
」
 
「
青
條
若
草
翠
」
の
句
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
『
文
選
』
に
載
る
「
雑
詩
」
は
全
十
四
句
。

そ
の
冒
頭
は
、
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暮
春
和
氣
鷹

白
日
照
園
林

青
條
若
惚
翠

黄
華
如
散
金

暮
春
和
氣
鷹
じ

白
日
園
林
を
照
ら
す

 
 
 
 
 
あ
っ

青
條
は
翠
を
偬
む
る
が
若
く

黄
華
は
金
を
散
ら
す
が
如
し

存
在
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
六
朝
文
学
の
追
「
新
」
傾
向

東
晋

哉卓保久

暮
春
の
和
気
と
白
日
の
照
射
の
も
と
、
色
濃
い
青
條
の
緑
と
黄
色
い
花
の
黄
金
の
如
き
捏
め
き

を
描
写
す
る
。
任
蔓
草
達
の
人
物
と
は
思
え
ぬ
繊
細
な
感
覚
で
あ
り
、
で
き
映
え
は
緻
密
で
美

し
い
。
又
対
句
と
し
て
の
「
青
翠
若
面
面
 
黄
立
直
散
金
」
は
二
句
が
相
乗
し
て
暮
春
の
生
き

生
き
と
し
た
色
濃
い
草
木
を
映
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
『
詩
品
』
の
評
「
文
彩
高
麗
」
に
か
な

い
、
「
文
心
離
龍
』
の
評
「
辮
切
」
「
敷
其
華
」
「
驚
聴
回
視
」
に
あ
た
い
す
る
。

 
『
文
士
傳
』
が
「
僻
義
清
新
」
と
い
い
『
今
書
七
志
』
が
「
文
藻
新
麗
」
と
張
翰
を
評
し
た

の
は
以
上
の
よ
う
な
緻
密
な
美
し
さ
を
言
う
の
で
あ
る
。
又
夏
侯
湛
が
「
善
構
沖
詞
」
と
評
さ

れ
る
「
新
詞
」
と
は
、
比
喩
を
織
り
な
し
て
言
辞
の
華
を
敷
き
つ
め
、
対
句
を
金
沙
の
如
く
ち

り
ば
め
て
人
の
耳
目
を
驚
か
せ
る
劾
果
を
も
っ
た
、
修
辞
主
義
の
文
学
を
言
う
の
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

 
劉
粥
が
、
作
家
の
才
能
を
評
論
す
る
才
略
篇
で
、
西
晋
の
文
人
と
し
て
列
挙
し
た
十
五
名
の

う
ち
、
「
新
」
な
る
評
語
に
か
か
わ
る
文
人
は
、
三
分
の
一
の
五
名
に
の
ぼ
る
。
割
信
、
陸
機
、

陸
雲
、
夏
侯
湛
、
張
翰
で
あ
り
、
他
は
張
華
、
孫
楚
、
摯
虞
、
傳
玄
、
傳
威
、
成
公
緩
、
曹
濾
、

張
載
、
張
協
、
劉
現
で
あ
る
。
劉
魏
の
意
識
の
下
に
は
、
ど
う
や
ら
、
西
晋
文
字
の
「
新
」
を

意
識
す
る
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
右
に
述
べ
て
き
た
西
晋
文

学
の
特
質
と
し
て
の
「
新
」
は
、
劉
魏
の
考
え
と
、
そ
の
一
端
は
符
合
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
又
、
建
安
文
学
の
文
人
た
ち
に
「
新
」
の
評
語
が
見
ら
れ
ず
、
西
晋
に
な
っ
て
そ
れ
が
見
ら

れ
ろ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
西
晋
文
学
の
特
質
で
あ
る
比
喩
、
対
句
、
典
故
、
押
韻

を
駆
使
す
る
修
辞
主
義
の
文
学
が
、
そ
れ
以
前
に
見
ら
れ
ぬ
斬
新
性
を
輝
か
せ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
建
安
以
降
に
お
け
る
西
晋
文
学
の
文
学
史
上
に
お
け
る
画
期
的
な
↓
時

代
を
も
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

 
こ
う
し
た
西
晋
文
学
の
特
質
を
、
明
、
胡
鷹
麟
は
、
そ
の
著
『
詩
藪
』
で
、
「
士
衡
・
安
仁
は

一
変
し
て
、
六
義
開
く
」
(
外
篇
)
 
播
岳
、
陸
機
は
漢
魏
の
詩
風
を
一
変
し
て
、
対
句
表
現
の

華
を
開
か
せ
た
と
指
摘
し
、
「
文
賦
に
云
う
、
詩
は
情
に
縁
り
て
綺
靡
な
り
と
。
六
朝
の
詩
の
自
っ

て
出
ず
る
所
な
り
、
漢
以
前
に
は
有
る
無
し
。
」
(
外
篇
)
と
、
漢
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た

修
辞
主
義
が
、
陸
機
の
『
年
賦
』
の
綺
靡
を
主
張
す
る
の
を
出
発
点
と
し
て
、
以
降
の
文
学
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
を
言
う
の
は
正
し
い
。
ま
さ
し
く
、
西
晋
文
学
の
「
新
」
は
、
未
だ
嘗
て

 
「
詩
藪
」
に
、
「
士
衡
諸
子
は
六
代
の
初
め
な
り
」
(
外
篇
)
「
播
陸
は
六
朝
の
主
な
り
」
(
同
)

と
言
う
の
は
、
け
だ
し
卓
見
と
言
え
る
。
陸
機
、
播
岳
の
修
辞
主
義
に
よ
る
斬
新
な
「
新
」
文

学
が
、
六
朝
の
美
文
学
を
方
向
付
け
た
の
で
あ
る
。
「
新
」
な
る
評
語
を
通
し
て
、
以
降
の
六
朝

文
学
を
総
覧
す
れ
ば
、

謝
鎮
西
(
耳
蝉
)
道
敬
仁
(
王
脩
)
、
文
學
鍛
嫉
、
無
能
不
新
。
 
 
 
(
世
説
 
賞
誉
)

江
左
風
味
、
盛
道
家
之
言
、
郭
僕
墾
其
身
攣
、
許
当
鉦
其
名
理
、
(
几
又
肩
)
上
文
玄
氣
、

猶
不
霊
除
、
謝
心
情
新
、
得
名
未
見
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
南
細
書
 
文
学
三
論
)

『
世
説
』
が
伝
え
る
王
脩
の
文
学
が
「
新
」
で
あ
る
と
い
う
謝
尚
の
言
葉
、
『
南
窺
書
』
に
見
え

る
質
倉
の
文
学
が
そ
れ
ま
で
の
詩
風
を
刷
新
す
る
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
評
す
る
、
そ
の
王

脩
、
謝
混
は
東
晋
の
人
で
あ
る
。
東
晋
は
、
文
学
史
上
、

江
左
風
味
、
盛
道
家
禽
言
。

有
否
中
興
、
玄
風
起
振
。

江
左
篇
製
、
溺
乎
玄
風
。

自
中
朝
貴
玄
、
江
左
稻
盛
、
因
談
鯨
氣
、
流
成
文
髄
。

永
嘉
時
、
貴
黄
老
、
梢
尚
虚
談
、
五
時
篇
什
、
理
過
急
辮
、

微
波
尚
傳
。

 
(
南
齋
書
 
文
学
傳
論
)

 
(
宋
書
 
謝
霊
運
三
論
)

 
 
(
文
盲
巨
篇
 
明
詩
)

 
 
 
 
 
(
同
 
時
序
)

淡
心
逸
味
。
笈
及
江
表
、

 
 
 
 
 
(
詩
品
 
序
)

清
談
の
降
盛
に
よ
っ
て
、
文
学
に
老
荘
の
風
味
を
た
っ
ぷ
り
喀
ん
だ
時
代
で
あ
っ
た
。
王
脩
の

文
藻
・
学
論
は
先
端
を
い
き
、
「
能
く
新
な
ら
ざ
る
は
無
し
」
の
「
新
」
と
は
、
彼
が
仏
教
に
親

し
み
、
「
易
』
を
も
と
に
し
た
「
賢
人
論
」
を
著
わ
し
(
『
世
説
』
 
文
学
)
盛
ん
に
清
談
を
行
っ

て
、
「
超
悟
の
人
」
と
目
さ
れ
た
(
同
 
賞
誉
 
品
質
)
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
時
代
の

先
端
を
行
く
玄
風
の
斬
新
性
を
、
そ
の
詩
文
、
学
論
に
現
わ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

謝
混
の
「
情
は
新
な
る
も
名
を
得
る
こ
と
未
だ
盛
ん
な
ら
ず
」
の
「
新
」
は
、
生
麩
の
い
い
と

は
意
味
が
異
な
る
。
サ
ロ
ン
の
清
談
の
雄
、
戸
倉
の
孫
で
あ
る
謝
混
は
、
時
の
名
士
た
ち
と
同
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じ
く
頻
り
に
談
論
を
行
っ
て
い
る
が
(
『
世
説
』
 
言
語
 
雅
量
)
、
そ
の
文
学
に
お
い
て
得
た

評
価
は
、
同
じ
東
晋
の
孫
緯
や
許
詞
の
よ
う
な
「
詩
は
皆
平
典
に
し
て
、
道
徳
論
に
似
た
り
」

(『

黒
i
』
序
)
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
『
審
尋
』
は
、
遺
筆
の
「
離
余
習
」
を
、
五
言

の
警
策
で
あ
る
と
評
価
し
(
序
)
、
そ
の
詩
風
を
、

殊
に
風
流
媚
趣
を
得
た
り

益
壽
(
謝
混
)
は
輕
華
な
り

謝
益
壽
、
毅
仲
文
を
以
て
華
綺
の
冠
と
為
す
も
、

股
は
競
わ
ず
。

(
中
品
)

(
上
品
)

(
下
品
)

と
評
す
。
玄
風
が
独
り
振
っ
た
東
晋
の
世
に
お
い
て
、
謝
混
は
玄
風
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、
「
媚

趣
」
の
風
を
そ
の
文
学
に
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、

建
武
(
東
尊
爵
 
元
帝
)
自
り
義
煕
(
東
終
末
 
安
野
)
に
既
旦
ぶ
ま
で
、
歴
載
將
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
も

百
な
ら
ん
と
す
。
比
響
・
聯
群
、
波
の
ご
と
く
囑
な
り
雲
の
ご
と
留
る
と
錐
も
、
言

を
上
江
に
寄
せ
、
意
を
玄
珠
に
託
さ
ざ
る
は
着
し
。
道
麗
の
僻
、
聞
く
無
き
の
み
。

銚
子
(
般
三
文
)
始
め
て
、
孫
(
緯
)
、
許
(
詞
)
の
風
を
革
め
、
叔
源
(
謝
混
)

は
大
い
に
太
元
(
轟
轟
 
左
武
帝
)
の
氣
を
封
ず
。
 
 
 
 
 
(
宋
書
 
謝
璽
運
傳
論
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
こ

義
煕
中
に
乾
び
て
、
謝
益
壽
(
混
)
、
斐
然
と
し
て
継
ぎ
作
る
。
 
 
 
 
(
詩
聖
 
序
)

義
煕
中
に
至
り
て
、
謝
混
始
め
て
改
む
。
 
 
 
 
(
績
晋
陽
秋
 
世
説
文
学
注
所
引
)

と
、
文
学
史
上
の
東
晋
期
の
動
き
を
史
書
に
伝
え
て
い
る
が
ご
と
く
、
謝
混
は
百
年
に
及
ぶ
高

言
詩
の
風
を
、
初
め
て
変
革
す
る
功
績
を
う
ち
建
て
た
と
い
う
評
価
を
得
る
。
謝
混
の
「
盾
新
」

 
と
は
、
玄
風
盛
ん
な
中
で
そ
れ
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
き
ら
り
と
異
彩
を
放
つ
も
の
が
あ
っ
た

こ
と
を
言
う
。
梁
 
薫
子
顕
が
謝
混
に
与
え
た
「
情
新
」
の
評
語
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
功
績
は
、
興
善
宏
氏
が
推
論
す
る
ご
と
く
、
抽
象
的
な
哲

学
理
論
の
み
の
東
晋
の
詩
を
、
自
然
の
美
を
文
字
に
よ
っ
て
形
象
す
る
劉
宋
詩
の
開
拓
者
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤

て
、
山
水
詩
の
方
へ
導
こ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
功
績
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
東
晋
に
お
い

て
「
新
」
な
る
評
語
は
、
王
脩
の
文
学
が
「
新
」
で
あ
る
と
評
す
る
が
ご
と
く
玄
風
と
い
う
そ

の
時
代
の
流
行
の
先
鋭
を
と
ら
え
、
又
そ
の
玄
風
に
抵
抗
し
て
次
代
の
新
し
い
文
学
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
謝
混
の
よ
う
な
「
新
」
波
動
を
敏
感
に
と
ら
え
る
と
い
う
時
流
の
脈
打
ち
を
そ
の

ま
ま
伝
え
る
評
語
な
の
で
あ
る
。

 
六
朝
文
学
は
、
永
明
膿

と
で
極
ま
り
を
見
せ
る
が
、

の
だ
ろ
う
か
。

斉
・
梁

宮
酒
量
に
象
徴
さ
れ
る
が
ご
と
く
、
靡
麗
な
修
辞
の
み
に
走
る
ご

そ
う
し
た
斉
・
梁
文
学
に
お
け
る
「
新
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な

陸
蕨
少
有
風
既
木
、
好
屡
文
、
五
言
詩
膿
甚
新
攣
。

徐
檎
屡
文
好
為
新
攣
、
不
拘
奮
膿
。

齋
永
明
中
、
文
士
王
融
謝
眺
沈
約
、
文
章
始
用
四
聲
、

彌
望
事
麗
、
復
鍮
於
往
時
。

 
 
 
 
(
藁
箒
書
 
陸
蕨
傳
)

 
 
 
 
 
(
梁
書
 
徐
檎
傳
)

以
為
新
攣
。
至
是
韓
拘
聲
韻
、

 
 
 
 
 
(
同
 
零
丁
吾
傳
)

陸
蕨
・
徐
檎
の
詩
そ
し
て
王
融
・
謝
眺
・
沈
約
が
声
韻
上
の
約
束
と
し
て
四
声
を
・
王
張
し
た
こ

と
を
「
新
攣
」
と
評
す
マ
変
約
等
の
四
声
説
が
従
来
の
文
学
を
新
変
さ
せ
た
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
後
に
益
々
零
点
の
風
を
生
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
功
罪
は
別
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
新
芋
」

の
評
は
肯
定
的
評
価
を
得
た
評
語
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
文
学
に
新
し
さ

が
必
要
な
こ
と
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
西
晋
陸
雲
が
「
興
兄
平
原
書
」
で
、
「
新
奇
無
く
し
て
、

膿
力
は
甚
だ
困
痒
す
る
の
み
」
と
説
い
て
お
り
、
『
文
心
雛
龍
』
も
、
「
新
意
」
と
「
新
奇
」
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥

要
素
が
、
文
学
に
は
必
要
で
あ
る
と
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
言
え
よ
う
。

洞
暁
情
攣
、
曲
昭
文
膿
。

暁
攣
縮
謙
奇
而
不
糖
。

然
後
能
孚
甲
新
意
、
雅
書
奇
僻
。

昭
膿
故
意
新
而
不
齪
、

 
 
 
 
 
 
 
(
風
骨
)

加
え
て
、
斉
梁
の
人
薫
顕
子
顕
も
「
新
攣
」
な
る
こ
と
ば
を
用
い
て
、

習
気
玄
理
、
事
久
則
濱
。
在
乎
文
章
、
彌
患
凡
奮
。

若
無
新
攣
、
不
能
代
雄
。

 
 
 
 
(
南
齋
書
 
文
学
傳
論
)

「
若
し
新
攣
無
け
れ
ば
、
代
り
て
雄
た
る
能
は
ず
」
と
、
新
出
す
べ
き
文
学
の
心
要
性
を
説
い

て
い
る
。
「
無
始
」
な
る
評
語
は
こ
の
よ
う
に
文
学
に
必
要
な
要
素
と
し
て
主
張
さ
れ
る
文
学
論

を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
陸
厭
の
五
言
詩
が
新
旧
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
徐

檎
の
文
が
新
攣
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
考
察
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
、
「
灰
肩
吾
傳
」
に

見
え
る
「
文
章
に
始
め
て
四
聲
を
用
い
て
、
以
て
新
攣
と
為
す
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
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哉卓保久

斉
梁
に
お
け
る
文
学
上
の
新
し
い
傾
向
を
表
わ
す
「
新
」
の
意
味
内
容
に
は
、
一
つ
に
は
、

を
制
定
し
て
音
律
上
の
効
果
を
ね
ら
う
と
い
う
音
韻
上
の
要
素
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

 
ま
た
「
新
」
の
持
つ
も
う
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
『
詩
品
』
に
、

総
轄
肪
.
 
王
元
長
(
融
)
等
、
冠
不
全
奇
、
競
軽
輩
事
。
爾
來
作
者
、
寝
以
成
俗
。

と
い
い
、
『
梁
書
』
に
、

韻

(
序
)

王
難
儒
、
好
墳
籍
、
聚
書
至
萬
鯨
巻
、
率
多
異
本
、
與
沈
約
任
肪
家
書
墜
下
。
少

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

篤
志
精
力
、
於
書
無
所
不
観
。
其
文
麗
逸
、
多
用
新
事
、
人
野
釣
見
者
、
世
重
其
富
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
王
僧
儒
傳
)

と
評
す
る
が
ご
と
く
、
人
の
未
だ
見
ざ
る
目
新
し
い
典
故
(
新
事
)
を
自
在
に
あ
や
つ
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
の
作
品
に
工
夫
を
加
え
る
と
い
う
典
故
上
の
要
素
が
あ
っ
た
。
典
故
の
目
新
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
や

さ
を
競
っ
た
と
い
う
任
肪
は
、
『
詩
品
』
に
、
「
肪
は
既
に
博
物
に
し
て
、
動
も
す
れ
ば
帆
ち
事

 
 
 
 
ゆ
 
え

を
用
う
。
所
以
に
詩
は
単
な
る
を
得
ず
」
(
中
品
)
 
博
識
な
る
が
ゆ
え
に
何
か
と
い
え
ば
典
故

を
用
い
る
病
弊
が
あ
る
、
『
南
史
』
本
伝
に
、
「
晩
節
縛
た
好
ん
で
詩
を
著
わ
し
、
以
て
、
沈
(
約
)

を
傾
け
ん
と
欲
す
。
事
を
用
い
る
こ
と
、
多
に
過
ぎ
、
属
僻
流
便
な
る
を
得
ず
。
」
典
故
が
多
す

ぎ
て
、
詩
に
な
め
ら
か
さ
が
無
い
と
、
そ
の
典
故
の
多
用
ぶ
り
を
評
さ
れ
て
い
る
。
典
故
を
用

い
る
に
は
沢
山
の
資
料
と
、
博
い
学
識
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
任
肪
は
、
「
書
に
於
い
て
見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お
む
ね

ざ
る
所
無
く
、
家
は
貧
と
錐
も
、
書
を
聚
め
て
萬
飴
巻
に
至
る
。
率
異
本
多
し
。
」
(
『
南
史
』
 
本

吉
)
と
い
う
ほ
ど
の
蔵
書
を
有
し
て
、
博
い
知
識
を
養
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
王
僧

儒
の
方
も
、
任
肪
の
蔵
書
及
び
沈
約
の
家
書
に
匹
敵
す
る
、
万
余
巻
の
書
を
聚
め
て
精
力
的
に

目
を
通
し
、
人
の
知
ら
な
い
目
新
し
い
典
故
を
用
い
て
、
世
間
の
評
判
を
得
て
お
り
、
斉
 
永

明
期
に
は
、
寛
陵
王
薫
子
良
の
建
康
郊
外
の
西
邸
で
、
文
学
を
以
て
友
会
す
る
サ
ロ
ン
に
参
集

し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。
サ
ロ
ン
を
形
成
す
る
乙
防
、
王
融
、
沈
約
、
謝
眺
、

萢
雲
、
陸
憧
、
瀟
環
、
瀟
衛
(
梁
・
武
帝
)
を
、
「
寛
陵
の
八
三
」
と
呼
ぶ
が
、
王
僧
儒
も
そ
の

中
で
、
「
士
友
の
為
に
推
重
さ
る
」
こ
と
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
サ
ロ
ン
に
参

集
し
て
い
た
梁
武
帝
は
、
文
士
た
ち
を
集
め
て
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
、
経
書
、
史
書
中
の
事

例
か
ら
策
問
し
、
帝
を
感
心
さ
せ
る
博
識
を
見
せ
た
者
に
は
、
賞
品
を
と
ら
せ
る
と
い
う
遊
び

を
し
て
い
た
。
誓
約
や
萢
雲
は
、
僅
か
の
事
例
を
と
ら
え
て
広
汎
に
及
ぶ
見
識
を
披
歴
し
て
ほ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
と
ん

う
び
を
得
る
常
連
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
題
と
し
て
、
「
錦
の
被
」
の
事
に
つ
い
て
策
問
し
た
時
は
、

全
員
答
え
終
え
た
後
、
帝
が
試
み
に
劉
孝
標
を
呼
ん
で
同
じ
こ
と
を
問
う
て
み
る
と
、
劉
孝
標

は
紙
と
筆
を
所
望
す
る
や
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
十
余
り
の
事
例
を
列
挙
し
て
、
満
坐
の
文
士

た
ち
を
驚
嘆
さ
せ
、
帝
も
思
わ
ず
顔
色
を
失
く
し
た
と
い
う
。
(
『
南
史
』
 
劉
峻
伝
)
。
劉
孝
標

は
若
い
頃
、
自
ら
書
を
読
む
こ
と
を
課
し
、
終
夜
眠
ら
ず
、
居
眠
り
し
て
髪
が
ジ
リ
ジ
リ
と
焼

サ
て
目
が
覚
め
る
と
、
復
び
読
む
、
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
読
書
不
足

で
あ
る
と
痛
感
し
、
都
に
異
書
あ
る
と
聞
け
ば
必
ず
出
か
け
て
拝
覧
を
申
し
出
、
人
か
ら
「
書

淫
」
と
評
判
さ
れ
た
と
い
う
(
『
梁
書
』
 
本
傳
)
。
王
僧
儒
や
任
肪
、
劉
孝
標
の
よ
う
な
人
物

が
存
在
し
、
又
、
梁
武
帝
が
文
士
の
集
会
で
ク
イ
ズ
あ
そ
び
の
ご
と
き
遊
戯
を
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
当
時
の
文
学
の
新
し
い
傾
向
に
、
韻
律
に
加
え
て
目
新
し
い
典
故
を
使
用
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

 
さ
て
、
先
程
「
新
攣
」
の
例
と
し
て
引
用
し
た
『
南
齋
書
』
陸
厭
傳
、
『
梁
書
』
徐
檎
傳
、
庚

肩
吾
傳
の
う
ち
、
五
言
詩
が
「
新
攣
」
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
陸
蕨
の
伝
を
今
少
し
詳
し
く

引
用
す
る
と
、

陸
厭
、
少
有
風
築
、
好
属
文
、
五
言
詩
膿
甚
新
妻
。
(
略
)
永
明
末
、
盛
為
文
章
。
呉

下
沈
約
、
陳
郡
謝
眺
、
狼
邪
王
融
、
以
気
魂
相
推
殼
。
汝
南
周
顯
、
善
識
聲
韻
。
約

斜
文
、
皆
用
宮
商
、
以
平
上
野
入
興
四
七
、

以
比
制
韻
、
不
可
増
減
、
書
癖
為
永
明
鷺
。

 
 
 
 
 
 
 
 
(
南
斉
書
 
陸
願
傳
)

と
『
南
治
療
』
は
記
す
。
愈
愈
の
五
言
詩
は
全
体
の
趣
き
が
甚
だ
「
心
耳
」
で
あ
っ
た
と
は
、

沈
約
、
謝
眺
、
王
意
馬
の
四
声
に
よ
る
音
韻
の
法
則
を
制
定
し
て
音
律
上
の
効
果
を
ね
ら
っ
た
、

世
に
い
う
「
永
明
艦
」
の
特
質
を
持
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
音
律
上
の
表

現
効
果
を
ね
ら
っ
た
試
み
が
い
か
に
「
新
」
し
い
も
の
と
し
て
世
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
か

と
い
う
こ
と
は
次
の
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

た
と
え
ば
王
笏
の
作
っ
た
詩
に
つ
い
て
、
沈
約
は
「
報
王
笏
書
」
に
お
い
て
「
新
奇
」
で
あ
る

と
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

王
笥
、
又
嘗
旧
記
呈
約
。
(
約
)
即
詞
書
云
、
覧
所
示
詩
、

光
影
盈
字
。
(
略
)
古
情
拙
目
、
毎
仔
新
奇
。
瀾
然
総
至
、

二
野
麗
則
、
聲
和
被
毛
、

灌
輿
巳
蓋
。

 
 
 
 
(
梁
書
 
王
笥
傳
)

当
世
の
「
辮
宗
」
と
目
さ
れ
て
い
た
沈
約
が
、
王
笏
の
文
を
見
る
ご
と
に
、
感
に
堪
え
ず
吟
哺

し
て
、
と
て
も
こ
の
男
に
は
か
な
わ
な
い
と
思
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
王
笥
で
あ
る
。
沈
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約
は
彼
の
詩
を
、
声
韻
全
紙
を
覆
い
、
光
彩
字
間
に
満
ち
、
古
さ
は
少
し
も
な
く
、
「
新
奇
」
に

輝
い
て
い
る
と
絶
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
新
奇
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ

は
王
笏
と
沈
約
に
ま
つ
わ
る
次
の
逸
話
が
参
考
に
な
ろ
う
。
沈
約
が
「
郊
居
賦
」
を
作
っ
て
ま

だ
草
稿
の
段
階
で
王
箔
に
見
せ
た
と
き
、
王
篶
は
「
雌
寛
連
蜷
」
の
下
り
ま
で
読
み
進
ん
で
、

な
ん
な
く
「
寛
」
と
い
う
字
を
「
ゲ
キ
」
と
読
ん
で
沈
約
に
手
を
た
た
い
て
喜
ば
せ
た
と
い
う
。

沈
約
は
、
韻
の
効
果
と
し
て
「
ゲ
キ
」
と
読
ま
せ
る
意
図
を
持
っ
て
こ
の
字
を
用
い
て
い
た
の

だ
が
、
お
そ
ら
く
人
は
皆
そ
う
は
読
ん
で
く
れ
ず
に
「
ゲ
イ
」
と
読
む
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
沈
約
は
王
笥
の
そ
の
「
知
音
」
の
深
さ
に
感
嘆
し
た
と
い
う
。
(
『
梁
書
』
 
本
傳
)

 
以
上
に
見
て
き
た
「
新
」
評
は
、
い
わ
ゆ
る
「
永
明
艦
」
と
呼
ば
れ
る
斉
朝
文
学
の
高
潮
時

に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
梁
朝
に
お
い
て
、
「
宮
町
」
又
は
「
徐
旧
劇
」
と
よ
ば
れ
る
、

靡
麗
な
ま
で
の
文
学
に
お
い
て
も
、
「
新
」
な
る
評
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
(
梁
 
簡
新
帝
薫
綱
)
入
為
皇
太
子
、
(
檎
)

檎
、
属
文
好
為
新
旧
、
不
拘
奮
膿
。
(
略
)
檎
、

之
號
、
自
斯
而
起
。

縛
家
令
、
兼
掌
管
記
、
尋
帯
領
直
。

即
吟
既
別
、
春
坊
蓋
學
之
。
宮
膿

 
 
 
 
 
 
 
 
(
梁
書
 
徐
檎
傳
)

梁
、
簡
三
一
の
晋
三
王
及
び
皇
太
子
時
代
か
ら
、
王
の
左
右
に
仕
え
た
三
一
の
文
学
は
、
そ
の

伝
統
的
な
旧
体
に
縛
ら
れ
な
い
「
新
旧
」
し
た
文
体
が
既
に
他
と
異
な
っ
て
お
り
、
皇
太
子
舎

に
仕
え
る
人
々
は
こ
と
ご
と
く
そ
の
徐
檎
の
文
体
を
学
ん
だ
と
い
う
。
「
宮
艦
」
の
號
は
こ
う
し

て
徐
檎
の
文
体
か
ら
発
生
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
徐
檎
の
息
子
で
あ
る
徐
陵
に
つ
い
て

『
陳
書
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

世
祖
(
陳
 
文
帝
)
高
祖
(
陳
 
宣
帝
)
之
世
、

之
。
其
文
二
戸
奮
髄
、

説
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尊
位
巧
密
、
多
有
新
意
。

國
家
倉
大
手
筆
、
皆
(
徐
)
陵
草

露
一
文
出
手
、
好
事
者
巳
傳
写
成

 
 
 
 
 
 
 
(
陳
書
 
徐
陵
傳
)

陳
の
世
祖
、
高
祖
の
世
、
国
家
に
大
が
か
り
で
正
式
な
文
章
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
は
、
帝

は
必
ず
徐
陵
に
書
か
せ
、
し
か
も
そ
の
文
は
巧
密
に
し
て
「
新
意
」
が
あ
り
、
墨
の
乾
か
ぬ
う

ち
か
ら
好
事
家
た
ち
が
伝
写
、
暗
請
し
た
と
伝
え
る
。
徐
陵
も
父
と
同
じ
く
、
梁
簡
文
帝
の
晋

安
王
時
代
か
ら
そ
の
左
右
に
仕
え
、
王
が
皇
太
子
と
な
っ
て
東
宮
に
移
る
や
学
士
に
選
ば
れ
て

、
い
る
の
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
、
簡
文
帝
の
東
宮
御
所
で
は
、
「
文
学
の
士
を
引
草
し
、
賞
接
し

て
倦
む
こ
と
無
く
、
恒
に
篇
籍
を
討
論
し
、
継
ぐ
に
文
章
を
以
て
す
」
る
集
ま
り
が
あ
っ
た

(
「
梁
書
』
簡
文
帝
紀
)
。
そ
し
て
こ
こ
で
流
行
し
て
い
た
の
が
、

然
傷
於
輕
鑑
、
當
時
々
日
興
膿

(
梁
書
 
簡
文
帝
紀
)

軽
艶
な
る
「
宮
膿
」
と
呼
ば
れ
た
詩
風
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
徐
檎
・
徐
陵
父

子
の
「
新
攣
」
「
新
撰
」
と
は
、
軽
膿
に
し
て
巧
密
、
綺
靡
な
「
宮
膿
」
と
よ
ば
れ
る
詩
風
を
意

味
す
る
。

 
ま
た
、
同
じ
く
梁
・
簡
文
帝
の
東
宮
御
所
時
代
、
十
三
に
.
 
し
て
そ
こ
で
の
論
難
の
聴
講
を
許

さ
れ
た
と
い
う
眺
察
は
、

察
、
終
日
悟
静
、
唯
以
書
記
為
楽
、
於
墳
図
無
所
不
観
。
三
一
三
三
、
多
用
新
奇
。

人
所
未
見
、
威
重
富
博
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
陳
書
 
挑
察
傳
)

文
を
作
る
た
び
に
「
新
奇
」
な
表
現
を
用
い
、
人
は
そ
の
表
現
が
目
に
し
た
こ
と
も
な
い
も
の

で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
博
識
ぶ
り
を
重
ん
じ
た
と
い
う
。
銚
察
は
、
梁
・
陳
両
朝
史
の
編

纂
を
手
が
け
て
い
る
が
、
目
を
通
さ
な
い
古
典
は
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
前
出
の
『
世
説
新

語
』
に
注
を
つ
け
た
三
孝
標
に
似
て
、
頗
る
博
学
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
言
う
眺
察
の
「
新
奇
」

と
は
先
に
述
べ
た
典
故
の
部
類
に
属
す
る
評
で
あ
る
。

 
こ
こ
に
、
西
晋
以
降
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
「
新
」
文
学
へ
の
傾
向
と
そ
の
実
態
を
述
べ
て

き
た
が
、
こ
の
期
に
お
い
て
、
現
実
の
事
象
と
し
て
、
新
奇
な
表
現
を
ね
ら
い
、
人
の
思
い
も

よ
ら
ぬ
目
新
し
い
典
故
を
用
い
、
音
律
の
妙
を
工
夫
し
て
、
従
来
の
文
学
を
新
臆
す
る
こ
と
に

腐
心
し
た
の
は
文
学
史
上
の
事
実
で
あ
り
、
又
、
実
際
に
人
々
が
そ
れ
を
も
て
は
や
し
た
の
も

事
実
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
評
語
「
新
」
は
、
文
学
に
新
風
を
吹
き
込
も
う
と
す
る
動
き
を
そ
の

ま
ま
に
映
し
常
に
そ
の
時
代
の
潮
流
を
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
新
奇
性
を
追
い
求

め
る
文
学
に
厳
し
い
反
擾
を
見
せ
る
文
人
が
居
た
の
も
、
こ
れ
も
又
、
事
実
で
あ
っ
た
。

四
、
『
文
山
芋
龍
』
に
お
け
る
「
新
」
批
判

 
『
二
心
雛
龍
』
は
、
こ
う
し
た
軽
靡
に
過
ぎ
る
文
学
の
風
を
憂
慮
し
、

す
る
た
め
に
、
質
置
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

『
文
心
雅
龍
』
に
言
う
、

余
り
の
混
乱
を
矯
正
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宗
物
文
詠
、
艦
有
因
革
。
荘
老
告
退
、
而
山
水
方
滋
。
麗
釆
百
字
之
偶
、
事
償
一
句

之
奇
、
情
必
極
貌
以
窮
物
、
僻
必
窮
力
而
追
新
。
此
近
世
之
所
競
也
。
 
 
 
 
(
明
詩
)

宋
初
以
来
現
代
に
及
ぶ
ま
で
、
百
字
に
わ
た
る
対
偶
を
連
ね
、
た
っ
た
一
句
の
新
奇
さ
を
争
い
、

「
辞
は
必
ず
力
を
窮
め
て
新
を
追
う
」
表
現
の
新
を
追
求
し
て
来
た
、
そ
し
て
、

権
而
論
之
、
則
黄
唐
食
思
質

競
今
疎
古
、
風
末
気
衰
也
。

(
略
)
馴
初
誰
而
新
。
従
質
及
誰
、
彌
近
彌
澹
。

＿何
通則
攣'

の
あ
っ
た
作
品
の
実
例
を
挙
げ
て
い
る
。

有
誕
更
文
膿
者
、
如
童
琳
之
有
鮨
表
、
衰
陽
源
之
有
難
九
錫
文
並
勧
進
。
是
錐
出
於

游
戯
、
然
亦
力
趨
新
奇
、
而
不
自
覚
其
丈
七
去
也
。
 
 
 
 
 
 
 
(
二
十
九
葉
裏
)

哉卓保久

後
梁
章
琳
の
「
鮨
表
」
と
、
劉
宋
衷
淑
の
「
難
九
錫
文
」
と
「
勧
進
腰
」
の
俳
譜
文
が
そ
れ
で

あ
り
、
ま
た
、
本
字
を
用
い
て
い
な
い
た
め
に
意
味
が
通
じ
に
く
く
な
っ
て
、
読
み
手
に
、
上

下
に
欠
文
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
せ
る
例
と
し
て
、

鼠
壁
の
文
学
は
、
「
誰
(
正
統
な
も
の
を
わ
ざ
と
ゆ
が
め
て
異
な
っ
た
方
向
に
す
る
こ
と
)
に
し

て
新
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
黄
唐
の
世
よ
り
現
代
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
文
学
は
ま
す
ま

す
味
気
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
味
気
な
く
し
た
「
近
代
の
辮
人
」
た
ち
の

本
質
を
厳
し
く
分
析
す
る
。

自
近
代
乳
人
、
率
好
誰
巧
。
原
其
為
髄
、
誹
勢
所
攣
。
厭
糖
奮
式
、
故
穿
国
取
新
。

察
其
翠
煙
、
似
早
馬
實
無
他
術
也
、
反
正
而
己
。
故
文
反
正
砂
粒
、
僻
反
正
為
奇
。

致
奇
過
法
、
必
顛
倒
文
句
。
黒
字
而
抑
下
、
中
融
而
出
外
。
回
互
不
常
、
則
新
色
耳
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
定
勢
)

近
代
の
作
家
た
ち
は
、
文
飾
の
技
巧
の
た
め
に
、
不
正
な
ま
で
の
ほ
じ
く
り
返
し
を
見
せ
て
、

「
新
」
を
追
求
す
る
。
そ
れ
は
、
「
誰
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
す
る
か
と
言
え
ば
、
「
正
」

(
モ
)
の
字
を
、
裏
返
し
に
す
れ
ば
、
「
乏
」
(
声
)
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
、
正
統
な
表
現
を
、

裏
返
し
に
し
て
、
新
奇
性
を
出
す
に
す
ぎ
な
い
。
文
句
を
顛
倒
さ
せ
、
上
字
を
下
に
置
き
、
句

の
中
に
あ
る
べ
き
語
を
、
句
の
中
か
ら
外
に
出
す
と
い
う
よ
う
に
、
常
規
を
逸
し
て
さ
え
い
れ

ば
、
そ
れ
は
「
新
色
」
な
文
学
な
の
で
あ
る
、

夫
吃
文
為
患
、
生
於
好
誰
。
逐
新
趣
異
、
故
喉
唇
糺
紛
。

(
聲
律
)

文
の
韻
律
に
お
い
て
も
、
誰
巧
を
好
む
あ
ま
り
吃
音
の
ご
と
き
症
状
を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り

は
、
「
新
」
と
奇
異
を
の
み
追
求
し
て
、
結
果
は
喉
は
ひ
き
つ
け
唇
は
ま
わ
ら
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
、
と
厳
し
く
批
判
す
る
。

 
清
、
孫
徳
謙
は
、
そ
の
著
『
六
朝
麗
指
』
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
「
新
」
を
追
求
す
る
傾
向

有
不
用
本
字
、
其
義
母
通
、
遂
世
人
疑
其
上
下
有
蓋
文
者
。
弩
弓
彦
昇
為
萢
始
興
作

求
立
太
宰
碑
表
。
院
略
玉
章
、
故
子
細
嚴
科
。
旧
師
固
字
、
自
假
固
為
故
、
而
文
意

甚
明
者
、
縛
至
不
可
解
矢
。
此
亦
新
奇
六
国
、
設
於
一
字
者
也
。
 
 
 
 
 
 
(
同
士
)

任
肪
の
「
為
萢
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」
の
「
院
略
既
混
、
故
首
冒
厳
科
」
の
く
だ
り
を
挙
げ

る
。
こ
の
文
中
、
「
故
」
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
固
」
で
あ
る
の
に
、
「
固
」
の
代
り
に
「
故
」

に
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
ま
す
ま
す
不
可
解
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
新
奇
を
追

う
余
り
、
一
字
を
わ
ざ
と
と
り
か
え
た
結
果
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
劉
魏

の
厳
し
い
批
判
を
、
具
体
的
に
例
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

 
劉
薦
は
、
こ
う
し
た
「
新
」
を
追
い
求
め
る
傾
向
の
歴
史
的
背
景
を
更
に
理
論
的
に
分
析
す

る
。

夫
三
皇
辮
質
(
略
)
適
言
迄
今
、
僻
務
日
新
、
争
光
篶
釆
、
慮
三
章
矢
。

(
養
田
)

太
古
は
こ
と
ば
は
質
素
純
朴
で
あ
っ
た
が
、
継
代
か
ら
現
代
ま
で
こ
と
ば
は
日
に
日
に
「
新
」

を
追
求
し
て
来
た
と
。
「
新
」
の
追
求
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
既
に
漢
代
か
ら
あ
っ
た

の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
自
然
の
成
り
ゆ
き
だ
と
し
て
も
、

新
奇
者
、
櫃
古
競
今
、
危
側
趣
誰
者
也
。

作
家
の
作
風
と
し
て
あ
る
、
典
雅
、
遠
奥
、
精
約
、
蓋
附
、
黒
黒
、

の
う
ち
、
新
奇
な
風
は
、
古
さ
を
嫌
っ
て
新
し
さ
を
競
う
あ
ま
り
、

が
め
る
作
風
と
な
っ
て
し
ま
う
と
敬
言
青
し
、

(
膿
性
)

壮
麗
、
新
奇
、
輕
靡
の
風

正
統
な
も
の
を
わ
ざ
と
ゆ
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凡
精
口
広
文
、
各
競
新
劇
。
多
欲
練
群
、
莫
肯
研
術
。

(
絡
術
)

せ
っ
か
く
精
慮
を
傾
け
て
文
を
作
っ
て
も
「
新
麗
」
な
趣
き
ば
か
り
を
追
え
ば
多
く
は
語
句
を

練
る
こ
と
に
精
力
を
使
い
果
た
し
て
、
文
学
創
作
の
根
本
的
な
方
法
を
研
究
し
よ
う
と
は
し
な

く
な
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
で
は
ど
う
ず
れ
ば
い
い
の
か
。
嫁
星
は
、
「
質
」
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
言
う
。

文
錐
新
而
有
質
、
色
錐
揉
而
有
本
。
此
立
賦
之
大
膿
也
。

(
詮
賦
)

修
辞
が
「
新
」
で
あ
っ
て
も
、
「
質
」
(
素
朴
で
質
実
な
内
容
)
を
裏
付
け
と
し
、
色
彩
の
美
し

さ
が
あ
っ
て
も
、
本
来
の
姿
を
失
わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
そ
の
あ
る
べ
き
正
し
い
方

向
を
示
す
。
こ
の
劉
魏
の
示
し
た
「
質
」
の
方
向
と
は
具
体
的
に
は
、

擢
而
論
之
、
則
黄
唐
淳
而
質
、
虞
夏
質
而
辮
、
商
周
麗
而
雅
、
楚
漢
修
而
艶
、
魏
晋

淺
而
綺
、
宋
初
詑
而
新
。
従
質
及
読
、
彌
近
彌
澹
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
通
攣
)

宋
初
よ
り
も
魏
晋
に
、
魏
晋
よ
り
も
影
写
に
、

朴
な
文
学
に
か
え
る
こ
と
で
あ
り
、

矯
詑
翻
淺
、

攣
臭
。

楚
漢
よ
り
も
股
周
に
と
、
古
き
世
の
純
粋
、
質

還
宗
動
物
。
斯
豊
熟
乎
質
文
詳
細
、
首
長
醇
乎
雅
俗
之
際
、

可
與
言
通

 
 
 
(
同
)

再
び
経
書
に
還
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
代
の
作
家
が
漢
代
よ
り
も
宋
代
の
作
品
を
模
範
と
し
、

質
朴
と
華
麗
、
典
雅
と
通
俗
と
い
う
相
反
す
る
文
学
の
質
の
い
ず
れ
か
に
偏
し
て
し
ま
う
傾
向

に
あ
る
現
実
を
考
え
れ
ば
、
近
代
作
家
に
「
番
必
要
な
の
は
経
書
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

 
総
じ
て
劉
魏
は
、
文
学
論
と
し
て
、
文
学
に
お
け
る
「
新
」
し
さ
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
評

価
し
な
が
ら
も
、
「
新
」
は
、
奇
異
な
目
新
し
さ
に
走
る
傾
向
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
が
た

め
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
現
出
し
た
新
奇
で
靡
麗
に
過
ぎ
る
文
学
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
「
新
」
な
る
語
を
文
学
批
評
の
評
語
と
し
て
は
、
否
定
す
る
も
の
、
批
判
す
る
対
象
の
も
の

と
し
て
用
い
て
い
る
。

 
言
い
か
え
れ
ば
、
史
書
に
見
ら
れ
る
「
新
」
の
評
語
は
、
西
晋
か
ら
南
朝
、
陳
ま
で
を
通
し

て
一
貫
し
て
時
代
の
先
鋭
を
体
現
し
た
作
家
及
び
文
学
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
『
文
心
雅
龍
』
に
お
い
て
は
、
西
晋
太
康
文
学
を
代
表
す
る
陸
機
、
溢
岳
の
、
そ
れ
以
前

に
は
見
ら
れ
な
い
修
辞
主
義
の
「
新
」
文
学
を
の
み
評
価
こ
そ
す
れ
、
東
晋
以
降
、
宋
、
斉
、

梁
、
陳
を
通
じ
て
、
「
新
」
の
評
語
は
否
定
し
批
判
す
る
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
ま
さ
し
く
史
書
は
、
六
朝
文
風
の
情
勢
の
実
態
を
事
実
と
し
て
そ
の
ま
ま
示
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
『
文
心
離
龍
』
は
、
そ
う
し
た
文
風
に
憂
い
を
抱
き
、
混
乱
の
矯
正
を
は
か
っ
て
評
論
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦

展
開
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

付

記

 
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
関
係
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
本
校
図
書
館
の
便
宜
を
こ
う
む
っ
た
。

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
牌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
棚

 
 
 
 
 
注

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
暢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
麹

 
①
こ
れ
ら
の
評
語
の
う
ち
新
意
・
新
奇
等
は
、
書
画
の
評
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
ま
た
告

 
 
 
 
人
物
評
語
及
び
経
学
上
の
新
し
さ
を
評
す
る
語
と
し
て
・
弘
新
●
新
通
・
西
新
り
新
鎌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研

 
 
 
 
抜
・
新
義
・
新
理
・
等
が
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
校

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学

 
②
「
奇
」
字
に
つ
い
て
の
孝
察
に
は
、
興
善
宏
氏
の
「
回
心
雛
龍
と
詩
品
の
文
学
観
の
対
網

  

@ 

ｧ
」
(
吉
川
博
士
運
休
記
念
中
国
文
学
論
集
)
が
あ
る
・
 
 
 
 
騨

璽
、
羅
和
巳
氏
は
藩
岳
論
L
(
中
国
文
学
報
第
七
冊
)
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
穂
環

 
 
 
 
如
痛
木
 
枯
亥
猫
存
な
る
表
現
は
、
い
さ
さ
か
度
を
す
ご
し
た
感
傷
的
言
辞
で
あ
る
榔

 
 
 
 
に
せ
よ
、
溢
岳
を
ま
っ
て
始
め
て
な
さ
れ
る
べ
き
言
葉
で
あ
る
。
」

④
『
文
士
傳
』
は
、
「
有
盛
才
、
文
章
巧
思
、
善
補
冠
詞
、
名
望
丁
壮
。
」
(
世
説
文
学
注

 
 
 
 
早
引
)
「
雅
詞
」
と
す
る
。

⑤
興
善
宏
「
詩
品
」
三
九
、
一
七
八
頁
。
朝
日
新
聞
社
中
国
文
明
選
。

⑥
し
か
し
『
下
心
離
龍
』
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
斬
新
性
は
反
擾
を
も
っ
て
判
定
さ
れ

 
 
 
 
る
。

⑦
『
文
索
書
龍
』
に
展
開
し
て
い
る
よ
う
な
、
靡
麗
に
す
ぎ
る
六
朝
文
学
を
批
判
し
近
代

 
 
 
 
の
辞
人
に
七
言
告
を
発
し
て
い
る
資
料
と
し
て
は
他
に
、
詩
品
、
陸
鳥
與
沈
約
書
 
斐

 
 
 
 
子
野
離
轟
論
、
昭
明
太
子
文
選
序
、
答
湘
東
王
求
文
集
及
一
元
英
華
書
、
簡
文
帝
與

 
 
 
 
標
津
歌
書
、
與
劉
孝
言
書
、
答
張
幾
謝
示
集
書
、
天
帝
内
典
碑
銘
集
林
序
、
南
齋
書
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文
学
傳
論
、
梁
書
庚
肩
吾
傳
 
、
周
書
庚
信
傳
論
、
階
書
輕
籍
志
、
李
謬
上
書
正
文

体
、
等
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の

私
の
課
題
と
し
て
稿
を
改
め
て
発
表
し
て
ゆ
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
昭
和
五
十
七
年
九
月
十
六
日
受
理
)

哉卓保久
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